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ニホンナシ‘あきづき' ‘王秋'における果肉障害発生調査報告

中村ゆり

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構

果樹研究所 果実鮮度保持研究チーム

305-8605 茨城県つくば市

Flesh Disorder Investigation Report in ]apanese Pear Fruit， 

‘Akizuki' and ‘Oushuu' 

Yuri NAKAf¥lIURA 

National Institute of Fruit Tree Science， NARO， 2-1 Fujimoto， Tsukuba， lbaraki 305-8605 

Summary 

‘Akizuki' and ‘Oushuu・arecultivars of ]apanese pear (乃rustylゆfiaNakai)， released by National 

Institute of Fruit Tre巴Sci巴nce，in 1998 and 2000， respectiv巴ly.Th巴irfruit quality is excellent， and those 

cultivation areas have been increased rapidly in the last few years. Recently， sev巴ralsymptoms of phys 

iological flesh disorders hav巴been1モportedin SeV巴ralareas in ]apan. Therefore， a nationwide survey on 

the flesh disord巴rsof those cultivars was executed. The investigation was conducted by a questionnaire 

method to the agricultural research organizations in administrativ巴divisions.As a result， mainly two 

types of flesh disorder were seen in th巴past，in 'Akizuki' fruit. One is‘water-soaked disorder'， charac-

terized by a very smal¥ browning spot on the vascular bundle surrounded by water-soaked tissue. The 

oth巴rIS‘cork spot like disorder¥characterized by a dried cork spot on the vascular bundle and th巴fruit

surface sinks like the dimple when the symptom occurs just below the pericarp. II1 'Oushuu' fruit， the 

‘corl王spotlike disorder' was main symptom. The causes of these flesh disorders and their prevention 

methods were discussed. 

Key words: flesh disorder， water-soaked disorder， cork spot like disorder， prevention methods 
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緒 広司

.あきづき'および‘王秋'は. (独)農業・食品産

業技術総合研究機構果樹研究所が育成し.それぞれ

2001年. 2003年に品種登録されたニホンナシ品種であ

る. ‘あきづき'は，関東では9月下旬に成熟する中~

晩生の赤ナシで，巣実重は500g前後となり，糖度は12

~13% . 肉質はち密で軟らかく，極めて品質良好な品

種である(葬ら.2002). みつ症の発生も少ないとされ，

a豊水'と‘新高'の問に収穫される品種として，全間

的に栽培が増加している ‘王秋'は，関東では10月下

旬に熟する晩生の赤ナシで，円楕円形~紡錘形の特徴

的な巣形を持ち，平均果重は640gと大きく，糖度は

12%前後，肉質が柔らかく，食味良好な品種である

(寄ら. 2004) 貯蔵性に富むことから，お歳暮用・贈

答品向け等の特産化を回指した産地導入が進んでいる.

しかし.近年，栽培が拡大するに伴い，両品種におい

て，果肉の ー部が褐変する陣害の発生が報告されるよ

うになり，早急な対策が求められている

松田らは，石川県内で栽培されている‘あきづき'

において，維管%上に米粒大より小さいコルク状の褐

色えそ部を生じる架:肉障害と 維管束が褐変しそのJJi]

辺が水浸状となって褐色を呈する果肉障害の 2つのタ

イプの果肉障害の発生 を報告している(松田ら，

2006 ;松田. 2009). 上村らは 熊木県内で栽l音されて

いる‘あきづき'において 松田らの報告と同様な 2

つのタイプの果肉障害に力11えて，果実表面があばたの

ようなH音緑色の凹みを生じ，その内側の果肉部がコル

ク状陣筈を併発している障害の発生について報告して

いる(上村. 2009;上村ら.2009). )1戸は，鳥取県で

栽培されている s王秋'において，果肉内部に褐変・

コルク化する障害の発生を報告している(井戸.2009). 

その他.茨城県においても ‘あきづき'において水浸

状の果肉障害の発生が認められており，障害の発生は

全国的なものと考えられる.

そのため，都府県の果樹関係の試験研究機関の協力

を得て. ~tj品種における過年度の果肉障害発生の実態

について，アンケート調査を行うとともに. 2009年度

産の果実について陣宮発生の調査を行った.これらの

結果について， 今後の障害発生に対する対応策を開発

するために，取りまとめて報告する.
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調査協力試験研究機関一覧

宮城県農業・園芸総合研究所.福島県農業総合セン

ター果樹研究所，茨城県農業総合センター園公研究所，

栃木県農業試験場，群馬県農業技術センター.崎玉県

農林総合研究センター園芸研究所，千葉県民業総合研

究センタ一.東京都農林総合研究センター，神奈川県

農業技術センター，長野県南信農業試験場，新潟県農

業総合研究所困芸研究センタ一， 富ILi県農林水産総合

技術センター闘芸研究所果樹研究センター，石川県農

業総合研究センター.岐阜県農業技術センター，愛知

県農業総合試験場，京都府丹後農業研究所.兵庫県立

農林水p(技術総合センター北部農業技術センター，鳥

取県民林総合研究所闘芸試験場，島根県農業技術セン

ター，岡山県農業総合センター農業試験場北i郁夫;場，

広島県総合技術研究所農業技術センター UJ口県農林

総合技術センター，徳島県立農林水産総合技術支援セ

ンター果樹研究所，福岡県農業総合試験場 • {Ji:賀県巣

樹試験場.長崎県・農林技術開発センター，熊本県農業

研究センター果樹研究所，大分県農林水産研究センタ

ー果樹研究所，鹿児島県農業開発総合センター果樹部

北薩分場.

材料および方法

2009 年 7 月 ~12 月に，ニホンナシ‘あきづき.およ

び・主秋'の系統適応性試験に参加した都府県をrt'心
とした34箇所の公立試験研究機関のニホンナシ担当者

に対し， ‘あきづきおよび‘王秋'の果肉障害発生に

閲する調査を依頼した.調査は，両品種について，果

肉障害発生の2008年以前の事WIJ (過去事例制査)と

2009年度産果実での先生状耐 (2009年産果実調査)に

ついて，予め設定した質問に対する回答形式によるア

ンケート方式とし，過去事例調査は9)-Jに. 2009年産果

実調査は12月に|ど|容を得た.過去事例調査おける調査
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項目は，現在の両品種の者及状況，過年度の各都府県

内での果肉障害発生の有無 発生が認められた場合は

その症状の4寺徴と発生部位，発生した年と発生頻度な

らびにその年の気象の特徴，発生した園の特徴，発生

樹の特徴，障害発生の特徴(障害果発生の多い枝の位

置，陣答果発生頻度と収穫期や果実熟度との関連，障

害発生と巣実形質との関連唱障害発生が確認される時

期)，および実施した対策技術とその効果についてとし

た(資料 1)，2009年産果実調査においては， 主に各研

究機関内に栽柏された‘あきづき'樹ならびに‘王秋'

樹について，障害発生に対する統ーした調査方法を示

した 1'，で(資料2， 3)，障害発生状況の調査を依頼し

た.調査項目は，発生の有無 発生が認められた場合

はその症状と障害部位ならびに障害発生程度，発生樹

の特徴，障害果発生の多い校の位置，障害果発生頻度

と収穫期や果実熟度との関連，障害発生と果実JI手質と

の関連，障害発生が確認される時期待についてとした

(資料4). 

また， 2009年10月13日には.各公立試験研究機関の

ニホンナシ担当者を集めて 「ナシ‘あきづき'および

主 秋'の県内生理|笥誌に関する検討会」を開催した.

この検討会においてあきづき'については， 9県

(茨城県，栃木県，埼玉県，新潟県，石川県，岡山県，

熊本県，大分県.鹿児島県)， ，王秋'については 3県

(鳥取県，徳島県，長崎県)の試験研究機関より，果肉

障害発生の認められた果実の提供を受け，果肉障害の

症状について実際に観察を行い，巣|勾陣吉に対する時

科、について検討した.

結果および考察

1. ‘あきづき'における果肉障害発生状況

過年度 (20081:1ニ以前)の‘あきづき.の果肉障害発

生状況について， 25の公立試験研究機関より凶答が得

られた(第 1:fu. 2009lrfの各公立試験研究機関内に栽
植されている‘あきづき'樹の巣肉障害発生状況につ

いては， 17都県の公立試験研究機関より回答が得られ

た(第 2表).その結果， ‘あきづき'においては， 主

に水浸状の果肉障害とコルク状の果肉陣害の先生が報

告された

1)水浸状果肉障害

水浸状の果肉障害としては 維管束部分を斗I心とし

た水浸状の小斑点が発生する障害(;]<浸状果肉障害)

が報告された(第 1図)• これらの障害は，ネゼ]変を伴う

ものと褐変を伴わないものの両方が報告されているが，

出:H~管束上に小褐変の発生が認められることが多い.水

浸状となるニホンナシの果肉障害としては，他に‘豊

水.のみつ症があるが， ‘皆水'のみつ症は，ていあ部

の果皮近傍の果肉内に発生が多く，境界不明11奈な71く浸

状症状が次第に明|僚となり 帯状に拡大するとされる

(佐久間ら， 1998). 一方 ‘あきづき'の水浸状果肉障

害は， こうあ部~赤道部での果肉内部での発牛が多く

(松田ら， 2006)，維管束が褐変しその周囲の果肉が水

浸状となる斑点状の障害である点で，みつ症とは症状

が異なるものと考えられる.

過去発生事例のアンケート調査において，障害発生

の多少に関わらず，過去にこのような水浸状果肉障害

の発牛がみられたとの回答があったのは，福島県，茨

城県，栃木県，千葉県.長野県，新潟県，富山県，石

川県，兵庫県，岡山県，福岡県，熊木県，大分県であ

った (un表).2009年産来実に対する調査においては，
9都県の験研究機関(茨城県.埼玉県，千葉県，東京

都，石川県，兵庫県，岡山県，大分県，熊本県)にお

いて，発生が報告された(第2表) 発生は全国的であ

り，特定の地域への偏りは認められなかった 多発事

例が報告されたのは， 2007年および2008年の茨城県，

2008 i.1~ の栃木県， 2009年の石川県および兵庫県におい

てであった(第 1表，第2表).また，本アンケートに

対する凶答ではないが，石川県では2004年および2005

年に，熊本県では2006年に多発事例が認められたとの

報告がなされている(松131ら， 2006. 上村， 2009) デ

ータ数が少ないため， 気象要因との関連については不

第 1図‘あきづき.の7l<浸状果肉障害
A，B:石川県農業総合研究センター (2009年)
C，D:茨城県農業総合センター園芸研究所 (20091y)
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明である. これら水浸状果肉陣苔の発生に関して，土

犠の種穎や排水条件等の園地の条件に一定の傾向は認

められなかった.先生樹の樹勢については，茨城県，

栃木県，兵庫県では樹勢弱，一方，埼玉県，千葉県で

は樹勢強としており，傾向は明らかでなかった.障害

発生頻度と収穫期および熟度との関連では， 7)く浸状果

肉陣害は収穫期に人ってから発生が認められ，熟度が

進んだ果実に多い傾向との回答が多かった.

また，検討会において，鹿児島県から‘豊水'のみ

つ症のような，果皮直下から果肉内部にかけて広範聞

に水浸状となり，す入りが発生した果実の提供があっ

た.このような症状の発生は 他県からは報告されな

かったが，同様の事例が果樹研究所(茨城県つくば市)

内の高接ぎの‘あきづき'樹の2009年産果実において，

概少数認められた(第2図).この樹は，ヒポキシロン

幹腐れ病躍病樹であり，発生がみられた果実の|埠害は

本病害に起因する可能性もあるが，詳細は不明である.

2 )コルク状果肉障害

コルク状の果肉障害として 維管東部分に乾いた褐

色えそ斑点を生じ，コルクが大きい場合は中空となる

障害(コルク状果肉障害)の先生が報告された(第3

図).熊本県では，これらの果肉内部に発生するコルク

状果肉障害に加えて，果皮があばたのような11音緑色の

凹みを生じ，その内側の果肉miがコルク状となる障害
(第3I~I)の発生も雄認されている(上村， 2009 ;上村

ら， 2009). この果面の山みを伴うコルク状の障筈の発

生と巣肉内部に生じるコルク状果肉障害の発牛にはi:l~

闘が認められ(上村， 2009)，コルク状果肉障害が果皮

直下に発生した場合にこのような果面の凹みを生じる

ものと推測された これらコルク状果肉障害の発生位

置は，石川県では.果実赤道部よりややていあ部側の

巣皮下と果実赤道部よりややこうあ部側の果肉組織で

多くみられるとの報告であるが，熊本県では傾向はみ

第2図‘あきづき'で認められたみつ症様症状
農研機構呆樹研究所 (2009年)

られないとしており，広範囲に発生するものと考えら

れる.

過去発生事例のアンケート調査において，多少に関

わらず過去にコルク状巣l勾陣蓄の発生がみられたとの

回答があったのは，茨城県 埼玉県，千葉県，新潟県，

富山県， 七川県，愛知県，福岡県，熊本県，大分県で

あった(第 1表). 2009年産果実に対する調査において

は. 14都県の試験研究機関(茨城県，群馬県，埼玉県.

千葉県，東京都，石川県，愛知県，兵庫県，岡山県，

徳島県，福岡県，佐貨県，熊本県.大分県)において

発体が認められた(第2表).多発事例が縦認されたの

は， 2007年， 2008年および2009年の熊本県であった

また，本アンケートによる回答ではないが，石川県で

は20051fに多発したとの報告がなされている(松山ら，

2006) .データ数が限られているため，気象要因との関

連については不明である これらのコルク状果肉障害

の発生に関して，土壌の種鎖や羽|水条件等の園地の条

件との関連，発生樹の樹勢や校の稀棋については不明

である.障害発生頻度と収穫期および熟度との関連で

は，収穫1ヶ月前からでも発生が認められるとの回答が

石川県および熊本県からなされた.また，収穫後期に

なると先生J裂が多くなるとの指摘も複数の県であった

が，これは果実肥大に伴って障害部位が拡大すること

によるものと考えられる.

第3図‘あきづき'のコルク状果肉障害
A:巣皮近傍での障害発生果実外観， 農研機椛果樹研究
所 (2010年)
B:障害発生果実の横断面 熊本県農業研究センター果
樹研究所 (2008年)
C:果皮近傍の障害部断面 農研機構果樹研究所 (2010
年)

D:果肉内障害部断而拡大 熊本県農業研究センター巣
樹研究所 (2008年)
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2.‘王秋'における果肉障害の発生状況

過年度 (2008年以前)の‘王秋'の果肉障害発生状

況について， 21の公立試験研究機関より回答が得られ

た(第 3表)， 2009年の各公立試験研究機関内に栽植さ

れている‘王秋唱樹の果肉障害発生状況については，

16都県の公立試験研究機関より回答が得られた(第4

表) その結果， ‘王秋'においては.主としてコルク

状の果肉障害の発生が報告された.

報告された‘王秋'のコルク状果肉障害は，維管東

部分に乾いた褐色えそ斑点を生じ，コルクが大きい場

合は仁ドl空となる症状で，果而近傍に生じた場合は，果

皮の凹みを伴うことから(第4図)， ‘あきづき'で報

告されたコルク状果肉障害の政状と同じものと推定さ

れた.発生位置について，鳥取県の報告では，赤道部

よりもこうあ部に多い傾向があるものの，ていあ部で

も発生するとしていることから，広範凶に発生するも

のと考えられる.過去発生事例のアンケート制査にお

いて， このようなコルク状果肉障害について，多少に

関わらず障害の先生が過去に見られたとの回答があっ

たのは，群馬県 t奇玉県，千葉県，長野県，寓1.11県，

|岐阜県唱京都府.兵庫県，鳥取県，岡山県.山口県.

福岡県，佐賀県.大分県であり.全国的に発生が認め

られた(第3表)， 2009年産‘王秋'ついては， 13府県

の試験研究機関(茨城県， ffi'o馬県，埼玉県. 千葉県.

石川県，愛知県，京都府，鳥取県.広島県，徳島県，

福岡県.佐賀県，大分県)において発生が認められた

(第4表)，多発事例が確認されたのは， 2005年および

2006 1，-1~ の鳥取県であり，中程度の先生事例は， 2008 {:jO 

の寓Ll.lY民 2007年の京都府， 2007年の鳥取県， 2007年

の山口県， 2007年および2008年の大分県において認め

られ，同日本での発生が多い傾向である(第 3表)

2009年産果実に対する調査では，その陪審発生程度の

ほとんどが少であり，栽培 t大きな問題となった地域

第4図 王秋のコルク状果肉障害
A:鳥取県農林総合研究所園芸試験場 (2006年)
B:長崎県農林技術開発センター (2009年)

はなかった(第4表)， 

データ数が限られているが，発生が多い県において

は，少雨との関連が指摘されている.コルク状果肉障

害の発生に関して， 土壌の種類や排水条件等の園地の

条件に関しては，鳥取県による調査で，黒ボクニL 褐

色森林ニ|こ，灰色低地ヒのいずれの|二壌においても発生

は認められるが，票、ボク土での発生は少ないとしてい

る UI二戸¥2009)，樹勢との関連では，中~多の先生が

認められた県においては，樹勢が仁I:I~強の樹における

発生が多い傾向が認められた.障害発生頻度と収穫期

および熟度との関連では 鳥取県の調査では. 8月下

旬から目視で確認できるとの報告があり，また，京都

府の回答では未熟な果実でも発生していたとの回答が

あった.今後， 1障害の発生時期については，より詳細

な調査が必要と考えられた.また，収穫後期に発生が

増加(佐貨県ならびに福岡県)，大王采での発生多い

(岡山県ならびに佐賀県)との指摘は，収穫期が遅くな

ると果実肥大に伴い障害部分が大きくなることによる

ものと思われる.

3. 両品種における果肉障害の特徴

‘あきづき.および 三1:秋.で認められた水浸状果

肉障害およびコルク状果肉障害は， ‘菊水'で報告のあ

る果肉崩壊症と類似することから，果肉崩壊症と報告

される場合が多かった(松田ら， 2006 ;上村ら， 2009)， 

佐藤・藤原 (1962) の報告によると‘菊水'の果肉崩

壊症は果肉内に淡褐色の異常部位を生じ，その部分は

Jド常に苦いとされている. また. 古藤は， ‘菊水'の果

肉崩壊広は，外部からは障害発生がわからず， 1果中

に21固ないし数個の崩壊部ができるが，果実の赤道面よ

り上部に多く，米粒から大豆粒大となり， ‘菊水'では

苦みを伴うとしている(1:訂藤ら， 1972;古藤， 1983)， 

また，果肉崩壊症には，小さなえそ部のJ;!，J辺がぶ浸状
になるものとえそ音1¥が空j同化するものの二つのタイプ

があるとし，自力者を/111浸崩壊症，後者を陥没崩壊症と

している. ‘あきづき'でみられたAく浸状果肉障害は，

占藤ら(1972) の提唱した油浸崩壊症， ‘あきづき.な

らびに‘王秋'で認められたコルク状果肉障害は陥没

崩壊症と症状がほぼ一致する. ‘あきづき'および.王

秋'のコルク状果肉障害の障害発生部位については苦

みを伴う場合があるが(中村.未発表)，水浸状果肉障

害部位については不明である.また， ‘あきづき¥ ‘王

秋'の水浸状果肉障害およびコルク状果肉障害の発生

が菊水'の果肉崩壊佐の要因とされるホウ素欠乏に

よるものであるかどうかについては明らかではない.
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今回のアンケート調査結果や上村 (2009)の報告から，

‘あきづき'で認められた水浸状果肉障害と‘あきづき'

および‘王秋'で認められたコルク状果肉障害は，症

状，発生部位および障害発生が確認される時期の違い

から，発生要因が異なるものと推定される. 古藤ら

(1972)は， ‘菊水'に多く認められる果肉崩壊症は陥

没崩壊症であり.油浸崩壊症との関係は不明としてい

ることからも，水浸状果肉障害とコルク状果肉障審は，

~1なる障害である可能性が高い.

以上のことから，これら障害に対する果肉崩壊症の

名称は，障害発生要因の解明や対策技術を開発する上

で混乱を招きかねないことから，区別して標記するこ

ととし， ‘あきづき'で観察された維管束部分を中心と

した水浸状の小斑点が発生する果肉障害については

1;)<浸状果肉障害J. ‘あきづき'および‘王秋'で観察

された水浸状陣害を伴わない112いたコルク状の果肉障

害については Iコルク状果肉障害」というH手称を提案

し. 2009年10月13円の検討会で了承された.また，英

名については. 7k~蔓状果肉障害は，みつ ~í'f' (water core) 

と区別するために Iwat巴r-soakeddisorderJ .コルク状果

肉障害は症状がリンゴのコルクスポットと極めて類似

していることから u二本1， 2009). r cork spot like disor-
d巴rJとすることを提案する

4. 発生要因と対策技術

勺ゐj7k'の果肉崩壊症は，ホウ素欠乏症とされ，果

実のホウ素含量が16ppm以下で障害発生し，ホウ素施

用によって改善するとの報告がある(古藤， 1983). 松

町 (2009)は， ‘あきづき'の水浸状果肉障害およびコ

ルク状果肉障害が発生した圃場から採取した果実につ

いて，ホウ素含量を分析したところ，未発生園の果実

は40ppmであったのに対し，発生闘の果実は14ppmと

欠乏域にあったと報告しているが，ホウ砂施用による

障害発生軽減は認められていない.上半lら (2009)は，

コルク状果肉障害の発生樹の土壌，葉，果実中ホウ素

含量を分析したところ，土擦はホウ素欠乏域であった

が，葉では傾向が認められず，また，果実中のホウ素

含量とコルク状果肉障害または水浸状果肉障害との聞

に有志、な相聞は認められないと報告している.また，

上村らはあきづき'のコルク状果肉障害が， リンゴ

の生理障害である斑点性コルクスポットに症状が類似

することから，果実中のカルシウム濃度についても分

析した結果，コルク状果肉障害発生と果実中のカルシ

ウム濃度との聞には有意な相聞が認められたと報告し

ている しかし， ‘王秋 のコルク状果肉障害では，ホ

ウ素およびカルシウム濃度との関連は維認されておら

ず(井戸ら，私信).障害発生とこれら元素濃度との関

連については，更なる検討が必要である.

また， このような果肉障害の発生要|剖を考えるにあ

たって，要素欠乏等の土壌要因とともに，樹体の状態，

特に根の状態についての検討が不可欠である. これま

でに，鳥取県において土壌改良による‘王秋'のコル

ク状果肉障害の軽減(井戸，2009).石川県において生

育後半の施肥によって，あきづきの水浸状果肉障害お

よびコルク状果肉障害の発生がi降減されることが報告

されており(松田・山内. 2008 ;松田. 2009). 細根量

の増加による養水分吸収能の改善が障害発生防止につ

ながるものと思われる.また ‘あきづき'の水浸状果

肉障害については，環状剥皮によって培えること(松

田・ 111内. 2008;松田. 2009). また. 2009/rf 10月13

日の検討会において，新潟県農業総合研究所開芸研究

センターから供試されたGA処理果では障害発生の治大

が観察されたことなどから 障害発生を軽減するため

に布効な結実管理法についての検討が必要である.

今後は，関係者が情報を共有して， これらの果肉障

害の発生要因を解明し，対策技術を開発することが重

要である

摘要

1. ‘あきづき'および‘王秋'における果肉障害

発生についての全国調査を実施した.調査はア

ンケート方式とし，公立試験研究機関を対象に

行った.

2 ‘あきづき'における2009年までの果肉障害発

生状況について，述べ26の公立試験研究機関

より回答が得られ， 主に水浸状果肉障害とコル

ク状果肉障害の発生が報告された.水浸状果肉

障害は，維管束部分を中心とした水浸状の小斑

点が発生する障害で，維管束上に小さな褐変が

認められることが多かった.障害の発生が認め

られるのは収穫期であり，熟度が進んだ果実に

発生が多い傾向があった.コルク状果肉障害は，

維管束部分に乾いた褐色えそ斑点を生じ，コル

クが大きい場合は中空となる症状で，果面近傍

に生じた場合は，果皮の凹みを伴うものもあっ

た.障害の発生は，収穫1ヶ月前から確認され

た.

3. ‘王秋'の2009年までの果肉障害発生状況につ

いては，述べ23の公立試験研究機関より回答
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が得られ，主としてコルク状の果肉障害の発生

が報告された.この障害は， ‘あきづき'のコ

ルク状果肉障害と同じものと推定された.

4. これら 2つの障害を合わせて， これまで果肉褐

変障害や果肉崩壊症等の名称が用いられていた

が.7l<浸状果肉障害とコルク状果肉障害は，発

生要因が異なるものと推定されたため，区別し

て標記することとし 「水浸状果肉障害

(water-soaked disorder) Jおよび「コルク状果

肉障害 korkspot like disorder) Jという呼称

への統ーを提案した.
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第1表. ‘あきづき'果肉障害発生に関する過去事例調査 (2008年以前)
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降水量 3-9月 降水量 3-9月 障水量 3-9月は平等より は平年より

は平年より は平年より !ま事室事より 244mm少 10mm少
303mm多 72mm少 46mrn多

車車. 231 • • 裕司冊)11. t田.• H20に現地で水，豊症状が実 果実的肩却の向錦L発生してい
生. る.c昨年度、園檀の土伊111圏
発生観伎は務理観よりもよ 出資斜多照)

長野県 2国有 有情.
-収唖置れによる過燃もl属国の
ーっか.

2E在園0留~芸さ3研0れ果宜るにセこ3ンと果がタ担ーあ置裏っのた側捕.薗直場でで
コルヲ状的小班怠l主果肉向の

ー{宜あき鎗づ;v;き験の
8量管東11分に発生している.

益代)で健生

盆紋，01:*，畢校の'1、盟点.コル がみられる.

タ欲的小組点が11白入cll度 E盆果は果
由経症. 実繍断面に

散射紋の*
，畢状障害が

斬;lI県 3成調。 有
発ク拭生のし、コル
小盟

る点も出の発も生あす

る.

[み舞た金渇が合多)】い部位(11'断面から
!rまコ王fル積枚ク水」で症J確訣‘ 

徹
，、 微

状[・橿禍い商Eずを1れ伴もう確水臣道で症E扶‘コルク症 !!¥温室手平均 気品年平均 気温年平均

きる. -水，憂症状弱手通告書~こうあ都側 13ア'CC51l 14.7"C(5月 13.7~C(5月

[障害の大きさ(鍍断面からみた の果肉 包される. 16.7・C.6月 16.9.C、6月 16.8~C 、 E月

喝合)】 コルク症状がくあ舗の果皮に 19.5・c‘7月 21.00C 、7月 O.9~C 、 7月

ーホ漫症状小さいものは1間以 近い果肉 25.S"C、8月 22 .8~C、 B月 3.6
0

C‘8月
下‘大きいも由では3-4聞 25.0.C) 27.0'C) 26.9.C) 

富山県 4叩有 ーコルク在状米純文 時"量年間 降水量年間 降水量年間
【陣容の個徴】 2.241岡田日月 2.084回(5月 2.814回C5月
ー水道&訳、コルク盤状いずれも I 56r.Q. 6月 192147ι官、6月 w221間‘6月 81
1-3白担度 問、?月 201 師、 7月 163 1'....7月 603

回、S貝 287po)ーロ‘S月 129目白} 間‘ 81l'94ロ}
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陣容鍵生め特徴

あき
発生した園田特徴 発生倒的符t!I 障害果発生掴度と収 実絶した対B度後術とそ田効果

づ杏 障害発生の多い 陣容受章と果実形 障害発生が確飽き
鎌田植頭・位置

種期や果実黙度と田
買との間連 れる時期

関連

宮.'"
(所内} {所円) (所内)あきづきは発芽 {所向現地)収種
昆E量 N 10k.，/l0a(ノJし子y 7年生第5因果肱適応性匝腫 期lま平年よりも6自. 期
ソ)、纏肥 品橿に高後ぎ(!fi6白系統適応 開花期は平年より2-
(現地} 民晴樹) 3自皐まった.収橿期
土!lfl顕纏拘置土 仕立て方ニ窓主緩 lま平年に比ぺ措期がS
圃i晶状盟従班草生 {現地) 日.盛期が3日.終期
Il水条件良象予 台木不明‘ カ何回避<.やや過黙
年間施肥量(10.:1当)oN 中間台量甘水にマルゲリット 気味だったと考えられ

得島県 20kιP同k，、 K 同k，、 Mg マリラを嫌いだ樹に高Ill!' た.
O.3kl‘B O.lkf 
{サンシャインいわき有担)

鳳ポク土壇(N:20kg/10a/年) 樹鰐弱い(11.1:草生) 現地{普且センタ 開 収檀始微から轄期 現勉(普及センタ )で担当医管理改普として、敷きつフマルチ控置と慣行
砂置土!I 自絵務権病樹(8写生] ベ)において11.果肉 まで. (敷きワラ甥し}との比般を行ったが.果肉障害の発生l志向程度で養はな

現地に釘いてはる両が足後.普ぎ且樹セにン多 陣害の完全lま収暗闇 かっTニ.
いといわれてい 始湖、量盛期、終期と

草嫌県
タの聞置で若木と;1I;lll!'樹と 進むほど噌加し.その
由比般を行ったところ.果肉陣 障害程度I本軍症化と
曹の発生に釜ほえよかった.(H2 なる傾向である.
0) 

やや給土がかった鳳ポク土 ー樹齢10よる量はわから拡い -障害果11.発音色が早 収植が早い果 現在.発生要因について績針<P(樹体果実等の温度条件等)
土!I便宜が高<1.鼻水がやや ー台本不明 〈収穫が早い果実で多 実.盟け玉でも見ら
悪い.このため、細が櫓下翠〈 ー術努がやや田い樹で発生が L、. れる.
まで強らず、剣勝がやや商い. 多い? -収積が亜れずこ(色が 収唖前半に多

まわった〉県漢で陣容 L、。

穣壇が大きい. -色が回った集実

領木県 や収置が亙れずニ果
実

書専属'‘
ー所内は沖積土壕で町彊量生役し 所内の樹齢lま.. 手豊田菅木と 所内コルク果は1軸 収瞳時
ており機水l志良年間施肥量は 13年生の成本があるが‘発生 未満
璽繁で27kg程度 にlI'は怠い. 現地苦み畢は金星解
現地では、沖積土織で暗車数 ー現絶での宛量刑lま.'益事生田 体していないので不明
恒有りで年間l!l医量Iま若木園 若木(翁泉2年目)で樹"は強

埼玉県 なので、 20kg程度 " 

土11鳳ボタ土 樹齢 18毒事 収讃期が直<1.よるほ 恒全県と障害果と 9月中下旬頃
機水良 台本マメナン どまた県鹿田治色が で‘同一白銀色で
年間飽肥I:N.P205. K20 1II繁やや強 温むほど発生が多〈本 11果..比重、硬
各20KI る幅向がある.

庫量、は積認置めにら有れ量なな

ζ.1庫県
t、.

東京.

同級111串

畏野県

園芸研究センタ ほ場 I~. 砂
き園』は芸t研7年究生セン、マタメナのンあ台き本づ側

阪覆盛期
!I主、機}j(a岬.
N:I自h且Pllkl.K:16k， 併はやや強い

ー交組系絞(あきづきの後代〉で
は.中間台が.水、盟水、あき
あかり〈高Ifぎ4隼自〉の樹

斬渇~

高{圏.}2で振興舞の金樹が{多11く)、で<pは間発台生がが紙

粧少むのい収帽積向時が期みがら9れ月る下.旬主で純あ系

りさ告}j(‘畳}j(あきあかり中間
台の吻合Iま中間台品種収積後
に空錐系腕白聾畢比が;!.~陵に
高まることが閲慢しているので
はないか?

【土壇の祖国]中粗粒圧色低 【樹齢] 15-げ年生樹 障害の~笠!ま収担割
金色土 【台木]マンシュウマメナン 織に多い幅向にあり、
【簿}j(!長件] 良好 【樹併1中 収讃盛期以降の健室
[年間箆肥量(10.:1当たり)] N は少芯い.
16.8kg. P: 13.7k，、 K:15.1k， 熟度との聞係i本来確

担.

富山県
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普及
昨年度ま 発生した年と尭生頼度そ田年目気象の特徴(降水量気遣)

状況
での発生

あき の有頭 類似障害が 2田8 2田7 2開6 2回5 2叩 2 2回1

づき
症状由特徴 発生部位 みられる品

4量 発生頻度 発生絹度 発生頻度 発生頻度 発生頻度 発生絹度 発生la度
nlfi野向 現地 気遣 !l¥ill 気，g 気，g 気遣 気遣 気温

降水量 降水量 降水量 降水量 降水量 降水量 降水量

[コルク状障害]
【コ果ル実ク赤状道障部害や]やこうあ師棚田

積水の畢肉
ー維管東上に米粒大より小さい 蹴繍症に類
コルク状の褐色えそ都在生じ 畢同組障と、果実赤道部ややて似

る. いあ鯨閣の果底下で多〈認めら

石川県 3曲有 有 ー外観から判別できない
れた

[水漫校障害] [水温状陣書】
.，量管来が縄宜しその周辺が水 果実赤道部ややこうあ部閣の

理状となり全体に褐色を呈する 県同組植で多く包められた

瞳』匹眼4
30・• ー定状は唱果直直下、または果 果実向由也置Lよる遣いは少な 気温年間通じ

同向のコルク状障害 い.1霊官東との関係i本不明. て平均気逼が高
い.llは猛暑、
牧町残暑もきっ

かっTニ.

量知県 350 初
陣*量 年間通
じて少なめ.台
風による集中的
な降雨はあっ
tc. 

車・府 101.  篠 r 
水温状陣容

兵庫県 o有

晶掴圃 1田 . • 凶

水温状回褐藍{県向俗称「煮 陽光薗10由み、果直下の2cm 新高 徴

え畢J産状} 穆直まで発生 気迫 8月;g;坦
固山県 2 有 降水量 8-9月

少雨

山口県 2却.陣檀..
0・圃ョ ' E 

(所内圏場} (所内圏場) 畏十郎の過
E'K血Z一8徹月の気

ili1'I微
-全てコルク状陣書で、障害の -コルク状障害!ま錐曹来上に発 開症状に煩 気迫夏枝季高
大きさは量大で米粒大.障害個 生.1果当たり発生個数が少主 似(生産者の 温Iま平年よりや -.特!こ9月の
数は多くて2個11果. 〈、発生位置は特に岨向無し. 意見) や高め、 9月白 平均気温は平
ー果肉陣容多考写真由8膏と問 (現地) 気迫も平年より 年より 3.5~C高
じ症状で外阻からの判別はでき 水温状陣容は果実全体に発 高かったが2007〈、臼中田気迫
なかった. 生. 年よりは世〈権 が30・Cを越える
(現地) 移した. 日が続いた.
ーコルク状障害と水理状陣容が 降水量 8!lの 間水量 8月、 9
舞金. 降水量が多〈、 9月は陣南回数

福岡県 352 纏，宅徴金 有
月も定期的な障 が少なく舵燥し
水があり、範蝿 ていた.
はしていない.

盟発主生車の中多(い最生も
翠発豊生 中(最も
由多い生 産者の頻度)

産者の頼度) 気温夏牡星雲高

気温 坦
降水量 梅雨明 陣水量亙執季
け早〈輩前後に 乾燥
激しい陣南

佐賀阻 周回なしイ E 

コルク状田陣曹と水浬状の陣 コルク状障害I乱発生部位L 多 多 多
警がみられた. 定由帽向は見られ立かった 気温平年並 質坦 8.9'10 気温平年より
コルク状の障害田大きさは 水iI状障害!ま繍在方向では中 陣水量 5月5半 月が平年より高 やや低〈権移し
様々で大きなものは10mmを組 央部に多〈、縦在方向では、て 旬から7月1半 かった. たが、 10月 11
えるものもあった.ほとんどのコ いあ錦より中央から果領舗にか 旬まで集中豪南 降水量 7月上 月I立高かった.
ルク状障害が褐色であったが、 けて多かった. があり平年より 旬の梅雨明lナ 降水量 6月5半
陣容が小さなものの中には白色 かなり多かっ 後ほとんど陣南 旬から7月5半
に近いものもあった.コルク状陣 た.7月5土俳句 がなかったが‘ 旬、 8月4半旬

熊本県 2目JO 有有
容が果皮に近いところに舞金し から8月3字句 8月1半旬 9月 に集中濠南があ
ているま畠合には果実表面にえ〈 までは!まとんど 1-=俳句に集中叢 り平年より多
Iま状の凹みが生じ、その色lま償 降雨がなく少怠 南があり、月陣 かった.

全部と少し異なっていた.. かった. 水量としては平
水漫状障害は.ほとんどが遭 年並であった.
きとおったような状酷であった

が、 "に得藍がみられた.

コスルポクッ状ト状?のご水く小温さ症な状縄重症状 措ス置ポ症ッ状ト状との水i豊症状、極小田
少一微

もに、世方向では赤 気遣 5-6月低
道簡を中心に発生し.横方向で 追‘侮雨明!ナ厚

こうあ部が盛り上がり、内部が lま果肉中失主体であった. 〈夏季高温
空洞と〈よる障害も発生. ともに、果実向師のため外観 降水量 5-6月

大分県 152 有 有 畢軸の周りから隊聞が見える.からの判別はできなかった. 陣水量多、以降
降雨少なく乾瞳

-こうあ舗が空調と4よる障害も発 気味
生
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障害実宜の特徴

あき
発生した圃の特徴 発生樹の特徴 障害果完全頻度と収 実施した対簸技術とその効果

づき 障害発生白多い
橿期や果実鼎置との

陣害実生と果実形 障害発生が確飽き
枝の担額位彊

聞週
置との聞連 れる時期

金調布現地!ま場串ポク土1I 金沢市現地lま鳩続水中間台 諸問撞152日自に収檀 [コルク状障害]
ホホウウ索砂貴町材2kの，1距10周8土】1I施周(3/311コ回)、ホウ砂0，2¥液の草面散布島研センタ 貧色二乞海、ゆ 荷車J妥ぎ4年生側 した果実を調査した帽 収積約1ヶ月前か

水やや不良、年間距肥量3Qkg .研セン9ーマンシュウマメ 果、水湿t夫陣警は絶 ら確認できた(内部 (4128.5/28.6/引の3回}をしたが、効県は見られなかった.
N/l03f量度 ナン台13年生樹 色国が大きく怠ると受 磁寝間査) 【生育後半白施肥1

右川県
生割合が高〈え返った. [)j(漫状障害]

か集ら璃理土水税の扱み!&とです収る祖匡までで比畠慰漉した(N鎗5泉0，、p星m間)在障供害給のす発る生匡割と合満は間収後曜7ま1で固
地色由'.0の舞金""ま 収積胴の間査で
地色情3.0(7)1.7倍の lま確I!lでき怠かっ 聾耳貨をi集結するEが遭)j(rgより低かった.
71百と4ょった. t，. [環状Iまく庄の彫曹]

演聞47日後に環状lま〈直を符うと泉肉障害の発生割合が増加した.

織*.
- ~百唱・

月

開通むし 担11l1li

膏阻畢

車畠膨
r・・ 『 ・・ 圃

F 

砂i車土 樹齢 7年盆 収種時期が置〈与ると
やや;鼻水不良(;量斑地であるた 台木 満州マメナシ 障害が多い

兵庫県
め、地下30......00cmあたりl二ち 樹努 やや弱い
宙沼が 籾にある)
成本施肥量(103)
N:15kr.P:l0kιK:8k， 

島担保 。
『司. ' 

不明t同条件なし』 発笠輯壇I~ll Jill!¥間
収檀期と~Itについて

田山県 は不明

山口根 ~ 

F・
檀島県 通

{所内四'.， 同町内団治) "に嗣向!ま無し (所向園湖〉 神に傾向鯨し. 阪植後期 〈所内閣犠)
砂埴土、機水良時、年間語使 16年生、マンシュウマメナシ 収理後醐に発生憎加. 特になし.
量N-P-K 22.2kg: 15.0kg:20.5 台、樹併はやや落ち靖いてい {現地) (現他}
同(103あたり) る. 収祖後期にl!!加 収瞳をやや早めた.
(現地} {現地)
温暖土、 機水!ま且野、 3年生15本‘マンシュウマメナ

シ台.at~ 1立中膚 .

描岡県

位置県 温 同

E軽BiEa土温 面平且成20年度において8年生‘ 1
コルク状陣寄.* 収祖時期が遅くなると 8月下旬1::11果実

迫状陣害ともに!k症状lま進行する帽向 表面に凹みを確盟

翠1並)昼目過当(た多り発が園よのい傾(西向日)があ
7年生.どちらの樹にも先生あ 果筏、短果校によ にあった. (2008年1.
り.コルク状間曹は8写生樹の る発生程度の遣い

たる) 方が!l~I.i血が大きい.8写生 lま臨められおかっ
2) j鼻水が良く、It燥しやすい 制田方が17年筆樹より樹努がた.
園地 強い.

総本県

t所内} 〈所内} ミツ症は果実烈直 ー空洞畢は.収理時

主'. 褐色o持主E塩土 樹齢 14隼隼 町通んだ型実に発生 点に毛より判明
得水~件 やや不良 台木 マンシュウマメナシ が多い.
年間昆陸量 N=24k， 制PI 同ド~瞳
P土=壇17管k，理.K法=19kC 空洞果での関連!ま不

大分県 種革Z主主主 明
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第2表 ‘あきづき'巣肉陣害発生調査 (20091下)

取祖" 陣書館位 陣容担度割合

S菱銀』
あき

聞変地 議開図 けの
完全

症状 $!!主III 2慎重手の気象の符微
づき 始 盛 il 有無

有無
!li1ll方向 水平方向

度
水漫状障害 コルク技陣害 両方

••• 続問 "22 0"・ 0"・ .". -11 ・ 水浸状コルク状同 果実に木漫状とコルク技 こ付う近あ飾 果肉 ，3<‘ 少(12)拍 少(21)拘 両方， 2馳 5月の平均質;aが高かった.
が;J!夜である. 中(6)% 中(0.2)崎

m陣もan嘗E銅分の
上旬 17 . S'C(平年 15.2)‘中旬 J8_0~C(15.9) ‘下旬

水浸状の小2題点‘小水斑漫点状がを1呈~し2た固縄か色ら小厩総敏点ま.で 多(，)拍 多(0)% 19.0.C(17.5) 
院書卸分の 隊.6分の 変有 7月中旬.8月中旬、 9月の降水量が非常に少4よかっ

ホft隊状漫司書状{ま唖で微鹿な々がいで低樋あい色るも.のは.赤道部よりよ"のこう 縄夜有 縄変有 た.
7月中旬lmm(平年目}‘ 8Jl中旬Omm(40)‘9月"

aebmm，にli多度〈みがら高れいるも.のは.こうあ邸から赤i.IIDゃ
mm(194} 

3夜械!II 所同
4〆" 9/11 9/18 9/25 無a

泉肉全体に見られる

有 ら.コれルるク.挟間曹は畢睡で肉は向1か~ら2畢個t担EにII近{ごいま郁粒分大に『み

小豆文11でつもの障果害実担虚は低かった.

コ1ル6ク%筒』警で発の生纏し経た微程な度袋で枚問が固、に60〈よ梁ら間な萱い"'，象 赤道事事 "吟も 少(100)% 宅位宵初期4同-，~
中( )崎

平降水均気量唱4月平l主年平よ年りの041~331%自eとC多高めかでっ、た5J月6月は56-
多( )" 

7生7育%少中な期め7月i~8月
平間気温平年に比ベー0.1-ー0.7とやや低め.

11馬県 所内 4/'" 官11< '/2・ 9128 a・S菱有 降生水育量1畳間7宮月岡4~11%10と月やや多、8月83怖とやや少なめ.，

降平均水量質草9月9平月-年0の3℃14‘21%0月と0非4常とほに少ぼな平ι年並10み月i立
"9耳と多かった.

，岡 県実に木造~~コルワ扶由理在 こう付あ近線 果肉 ，量生の見られた寝袋色高慢;圃
所向では.Il!り始めの焼け玉に僅かにコルク症

そあ貌らー現.れれっが地たたU見若が{5ら5木/1.れ.症5叩盗/2状事則問J金ま、0歯経果Uで織ま6liで、たあH.4っA収自た3積にの(分収・コけ2糧ル止収に自ク食糧C欲単置かし鍵に.に実隻そ見生がれ

5‘'‘ 少。7)軸 少(24)96 少(0)96 
3〈期R‘は初"期‘日月肥担上大II中は早旬良まの"っ聞たで権.あ開問っ花たの後.，R7SZRRはよ土高旬砂〈及句復びの絡7気1し司、開花中(17)% 中( 7)軸. 中(0)% 

多い7)"植 j.( 7)%租 多(10)%11 下旬

所肉.1耳
度. ll. ll. から園周上旬にかけて質調はやや高いが目前置が

地{金銀
陣容飾分の ，..81分の ~n!l分の 極少帽なくに‘少91lなlい孟櫨時E期Sにが少続右いよかたっ.た降.水量は..月はやや

は所向、 有 9・III立高まる傾向h 縄1{有 禍tt有 縄1{有
鳩玉県

聞査は所
4/12 'ノ? '/11 9/18 .1釜

肉及ぴ薗
蒲町)

水浸状 こうめ御 果肉 11' 少(90)% 少(100)% 月!I¥は温1-日y平cl均1<質坦6l月t下平旬年(か"ら771~月2中00旬0は年)1l~こ比2佐，'cし高5 
付近 中(10)% 中(0)%， 

多(O)% 多(0)崎
回く'降害B木鍾月量え上，著旬旬1 から9月中旬l手間程度から2・c低かった

所同 4/11 自/. SI/II 自m 無袋有 陣容翻分の 障害鈎分の ごとに見ると 6月下旬と8月上旬lま100

縄がEあE有ると織 得tt. をIJえ し〈多<.5月中旬 7月中旬.8月中旬 9
月よ旬1ま0-4.5闘と著しく少な<.橿舗であった 5月

水浸紋 こうあ餌 .肉
"‘ 

現地
か多らか9っ月たのが聞.8の月累中禍旬l孟か75ら59悶月で下平旬年のに聞比は駐Fし"勧m岡m田少

ていあ倒あるいはニうあ剖にみつIBIi叶E置の 付近 少(85)崎
うっすらした蝕射技のみつ症が発生した畢賓が 中(0)% v自照時間 7月下旬は平年に比般L明らかに多かヲ

千歳嘱 ""阻められた 多(14】..姐 たが 5-9月の累胡は12'時間担贋少t#<ー柑l二811

偉. 上旬は著しく少なかった

聞書償分の
所内(育 4/13 9/1 1/11 ヨ/18 a・S設有 褐1{有無理
11) じる

ホj畳扶コルク扶 傾向与し 傾向伝し
"‘ 

少(20)軸 少(40)% 平鈎l'i.;;' 6-9月平年並み
中( 0)% 中(0)%， 愚高原孟 6月(平年比ー1.7・C)，7月(問-2.3・'C)，sll

多陣(20)% 多(0)%程 {同-2.3・CL9月(同-2.7"C)
害節分の ll. 最低!l¥ilI ，月{平年比+3.4・'C).7月(問+3.J.Cl.81!

.J担額 所内 島/:前 1)/1¥ 司/" 有11 奄 縄変. 障害鶴分の {同 "2.4~町、日月{問+U"C)
褐変坦在 降水量 'Jl平年並み‘7月(平年比52川 a月(悶

75叫 .9i1(同開)

'"浸状コルク紋.;J!在する繍合もあり |赤道鰐 果肉 '"‘ 
少(21)崎 少[叫%

中少{【・1}叫崎嶋 3月下旬、4月下旬に気遍が低い自由続いたがーその
中(12)怖 '/>{ー}.. 地lま3月から7月まで111ね平年より恒坦I孟高かった.ー
事白川崎 多(-'It‘ 多←¥% 同に入'J一託して恨温が低くf~lJ ‘ 1011 上旬まで平等

より低い傾向であった.蹄水量は 7月からB舟上旬に
石川県 所同 ‘"' 

1/17 .1>‘ 10/1 .11 有 かけI2U的'.;大聞が降った，日開時聞は7月下旬か
ら81lまで平年に比ベ晶、ιり少年晶、った.

餓.'"府内 ‘" 
...，. _11 • コルク状 傾向怠し 傾向者与し 2今‘ 少(17)% 平均気逼l氏やや高めで緩移した.特1=4'司の寧崎

今年度は、果皮の凹み、県庄直下のコルクJoが 中(目)軸 気唱が高かった.
ほとんどである. 多(33)%

た.5た月だ~しB‘月4月の、降9水月量のl降i水平量年は慣平の年1よ45り軸少でなあかっっ現地(愛 Z草書観分の
1I知県

知県霊園
'/l2 '" 9120 .11 有 縄復有 f三.

市!II縁地
たが4‘月7~月6『R8の月日の照日時開間時l間立、は平年壇の'20怖であっ

1111 

自2"と少なかった.

'"日畏統 傾向芯し 傾向なし 8・‘ 少(67)崎 R 平鈎I¥;a(平年との釜)降水量〈平年対比叫
中(33)% 5月 O.10.C59% 
多(0)帖 6月 O.53*c91 ~尚
陽書飾分の 7月 -O.17*c161% 
畑変有 B月寸..I*C182% 

長庫県 府内 唱/17 9/16 9/2. 有S量有 9月 -0.刷、::53% 

5.6IJU::早均気温がやや高<.降水・が少本〈割114
LI::. 
7.8月は平均気孟が低ι多雨であった.
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9を生側の特徴 J!!主状況

晶曹 完全
J!呈
J!生の

づ~
土犠条件 直後ぎ

中間台
発生の多

の多
完全由

のい畢多 多い果 発生田多い
樹齢 4封傍 台本岨騒 かどう

11姐
い技の種

い位
多い担

l1iの大 盟実由g強度 先生時期 そ申告主
か 額

置
種時期 突の

きさ
県鹿

ーーー.

宮輔Il

血ポク土壇、機水 18中 マメナシ いいえ 垣果後 タ"1II 盛期 過烈 傾向怠高 水浸状陣警は 環状lま〈車処理lま果肉障害の発生をやや助畏し
良金1施肥l玄N 師 し 収積鉛細からた.
20kg/l0a/年 終期までみら 直光処理を行った捕と欄処理での果肉聞害発生

れ収唖時期に 砲直に量異はみられなかった.
よる発生の釜 断権処理は果向陣曹の多量生をやや助聾した.
はみられない E期にま時繍ぜん障した樹は水温核阻害畢実が多
が‘コルク状 〈舞金L 陣容岨置が高かった.
障害は収唖続 取積時期が連〈、 強度b<温んでいるほど果同陣容

軍緩慢
聞に多〈みら .敏明割合が織かった.特にコルク紋障害につい
れる岨向で

て-果はそこうの蔑楠枚向鮫が果強肉か障っ害た発.生との聞怪11明らかであった.
はなかった.
-緩・2と果肉陣容俊正との関係1乱 短里枝に比ベ
て星S震後の陣害発生割合Iま低かった.

土!I淡色晶ポク 6強 ヤマナン いいえ 傾向与し 傾向 傾向な 惜向なし
土、土!l1本理〈、 拡しし
機水良、
施肥年間施杷
量 N-P-K割1
2-10-12kg/ 

書写周県
10， 

J!隼の見られた現地蔵彼ぎ置 外聞の凹みの有銀とコルク盆紋田発生には縄問
関係があると思われる.

J中摘土!I地裕で時 長+邸36年 ゆ 不明 1;:い 旦水 両方 l¥'緒銭 過艶傾向拡 幅向なし 線機織後半 凹み症状1玄、 本年.盟>1<.斬興でも報告があっ
盛!ま倣匝済み.臨 生一畳>1<31 郎 し たが‘!!!皮置下のコルク疲状lま見られなかった.
IEIま県基準と極1II年生ーあき 水，曇状陣奮の発生11.'6川県回線告のとおり.
に111(むらない づき9年生 箸木より高徳吉樹で貝られ.収檀期雄主鮮の過熱気
{年間車業担用量 昧由果実に発生していると思われる.
25-30kg堆E含 本県でIふ 収橿湖命後半田軟化畢の鍵生に，主愈

均玉県 むl. するために.前半lま赤〈してから収檀し、<T後半は
若干色がぬけた畢奏家で収複するよう指導してい

るころ.そ級の倍たさめれ.て水い書な状い陣.容によるクレ ムlま今のと

土峨..ボク土 10田 マンシュ 高峰ぎ 「筑水J不明 不明 終 傾向 傾向本 傾向与し
;鼻水良 ウマメナ に高後 はしし
総E条件 10.当 ユノ 害後5
たり年間施肥量 年
【同}N.P. K各20

現地 I7lll マンシュ 両方 2術師 *聞査 未開畳 過県 輔向な 同向伝し.障 不明. 現地由 e果疫が"らかで宥色が進みていあm由時色町
土!lll額liIボク ウマメナ 向1樹 査 し 奮のJ!笠が 多を生は少〈よく 摘が不明聞'.操車で著しい発笠が阻められた
土 シ' I.'t荷 少広い果実 一定の傾向は ー舞金が一仰で留められているが。収機運れの可

子Z鹿lIiI'鼻水条件良好 高jに高 由稽度lま抵 '.:L.、 能性が高い 樹瞬により阜〈色づ〈あるいは遅れ
~担条件 10 . 当 後>!'{量 い傾向がい ー発生している る 鼎置が異なるなど眼視時闘が且なり それを畳
たり年間施臣量 9年 くらヵ、あるよ のは>1<，豊状の 纏めて収覆することが重要である
(k，) N 22.0 P うだが 陣書 症状であり
20.4 K 12.4 田発主主が多 禍色を呈する

い果実の糟 渇合もある
置は高いと
1立冨えない

土i車11頬串ボク s中 マンシュ 高I業ぎ 幸務 盛.絡 過県 幅向怠 高
土 ウマメナ し
得水象件良 :.-
範肥条件 N

3巨頭領 19.Ok， P205 
18肱cK20 
16.0k， (103あたり)

鍵色土111‘IJ水や 17中・ マンシュ いいえ 不明 不明 彊ー終 過燃 同向む 師向与し

や不良‘年間施肥 罰 ウマメナ し
量30kcN!10a程度 :.-

石川県

唖..県

粘土置土慮、舵燦 a中 不明 高1妄ぎ 畏十郎 短果核軍 不明 幅同与し 帽向 岨向な 同向なし 8月下旬〈圃稼
ぎみ i密であり、 なしし が曳づいた時

畏果授の 期であり、真

果プル実無サしン
町発生とは隈

量知県 らない)

診..土 81<T マンシA いいえ 終 圃向 傾向む 帽向なし 収種田復半に陣容JI!がみられるが.畢Ii色に嗣向
ややIJ水不良(遺 ウマメナ なし し は見られ与い

成砲であるため‘ :.-
地下:JO-60cmあ
たりにち宮居が

兵庫県 師にある}
成木施肥量(10;2)
N: 15kg.P: 1 Ok，.K:8 

'. 
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収議期 陣容部位 障害波度割合

あき
S受4鈴
発生 発生績

づき
回萱地 議問自 けの

有無
u'¥広

E髭
本年の気象の符徴

始 盛 終 有無 垂直方向 水平方向 水浸状陣苔 コルク状陣容 両方

'木コル;墨ケ訳状、障コル害クに状ついては畢肉向部亀裂から堵を
傾向なし 傾向与し 水浸状 少(1.7)116 少中(1.7)申告 直撃の雨量が多かった.

17%と 中( 0)% ( )% 
発したものが多いように感じた， コルク状 多( 0)% m f多a(}H  水現状腺容は維管東周辺部の細胞から広がっ 17% 鱒偶奮費者分の 客観分の

て見えた. 夜祭 変様
田山県 所内 4113 >f2‘ 10'9 10/15 有袋有

広島県 続向 4i・ 9114 tn・9/28 .a，. J ・司戸 d
r ‘a 戸.

コルク吠 傾向なし 果肉 '" 少(2，5)%
水i蔓扶の障害は確担できなかった.コルク状につ

4( 02 果県/ } 
(2.5)4も 中(25)%，

いても前任者への聞き取りにおいて、発生は確担
度隊禍多(0)96 程

多(0)%程
されてい広かった. E区
今回の調査により、間萱S保安が少えよいため判然と 寄部分の 障害飢分の

現地(徳 しがなほいとがん‘と発'な生い頻た度め1、主山低地いで.まもた問題ー山視地は温さのれiて皐入い
変練 得変.. 

島県複野
徳島県 務上S室町 '17 011/31 日111 無袋 有与い.

神宅字東
山145)

果肉障害はコルク拭陣曹のみ盟められた.コル こうあお 傾向無し 13.39色 少陣禍(100)96. 本年Iま開花前の気過が寓〈、開花が10日1211早〈
タt支障害の犬舎創立、忠大のもので米粒大(長径 付近青年 客観分の 怒った.その設も気追は平年ぶり高めで推移したが、
5回5経済)であり町 1県あたりの阻害箇所散も3回以 ;s費者 ~有 梅雨明けが軍く‘ 7月下旬には量雨に見鍔われ気温
下であった. も平年より低下した.8月から岨横綱にかけては、気

う-果あ実部にと赤担道め部られのた中コ間ル付ク近扶に障E害めのらうれちた50.%がこ 追!ま平年より高〈降水量も少なく土織はやや舵燥気
昧であった.

果実は収覆始織から、硬終E期I1にかけて果実箆が大

き色〈のな着り色、mがm進{Iみま高、ヨ〈、 ド反応まiがSく低な下っ~たる.傾また向.が泡
見割られ合たが.高コ〈ルなク4状m容は、収複線期にかけて究

福岡県 所内 4ノ， .1' 917 9/14 '寝袋
開生 る傾向にあり、コルク状障害が盟

め向らがれ見たら1れ果た実もあのたのり、の有陽意書な簡2を所は敬なもく瑚、商加品す性るに傾

最5・するものはほとんどみられなかった.

薄コ〈ル茶ク色扶い陣点寄が<-iか~なZりヶ軽所微ポ拡ツ症とあ状るで程、1度回.以下の
赤道飾 果肉 ，% タ(100)96. 本年は梅雨明けが避(0126)，7月下旬の降水量h<

!Uii!'J分の 倒年になく多かった.8月下旬から収1量直前にかけて

現地{佐
商品位には全〈問固ないものと思われた. 得変湛在 lま降雨が極舗に少なかった.

佐賀県 賀県伊万 '1' 8/31 。/‘ 調限袋 有 降7は月よ中下下が旬あのっ気た温もはの平の年鰻よねり平も年低並〈縫み移でしあたっ.た8J月以
里市)

本;曇状コルク状，同 果実に水漫状とコルク扶 」うあ部
泉下箆!I¥直m 87.99& 経(11Q)qfl 特 (354)崎 U(G8)% 

生閉大生7平月舎省育年.下気か前中主主逼旬っ半期でたにl((あ本開幼.集4っ花果月中た.，豪.5幼果梅月雨雨実泉とが肥明期もあ中スけっ4旬が期たN が8が56R高月、~降4〈)7は白、水月気降で益}品問は平、の6少年日月上なよ間下り〈下量多旬1動7l孟目と日が

が涯をする. 付近捧 中( 中(26.7)% 中(62)%，
コルク状隊害の発生した泉実の割合が一番高 遭初 <I.9)1Jf， 甚(222)96 甚(40)崎程
ヵ、っTこ. 甚( 3，7)96 程度 度
骨太きさの大きいコルク状障害が昨年より少な 程度 障無害(15.7)%. 
かった. 婚08.ai%. 納分の

縄障害弱分の 禍変現在 遅かった.気温lま6月中旬が高<.7月下旬が低〈推
変混在 移した.

生育後半(果実肥大潮~成県糊 8-9月川手少雨多
臼閉で気迫{本高めに推移した.

"吉本県 所内 l!2(F 司!>D S/LG 9ノ23 有議有

水i憂扶コルク扶 ていあ部 !I¥皮直下 35号也干E (収積後期) (収覆後納)
旬2月かのら唖4月冬上に旬よりに開低花温期‘降の雨前な進ど化開が花進期んのだ天が候3は月不下

付近 度t食{収護 少(9)% 少(6)96
期} 中(3)% 中(1)9&
m穏度 多(1)%担 多(0.1)帖12 聞中5旬で.6あま月っでにた降か.水け量てが降多水く量ながった少なかったが、 7月から8月
(収穫過度 11 中 .>IJl積潮の9月i主‘下旬
期} まで晴天が多く、隣"'置がきわ釣て少なかった.

大分県 所内 ‘11 '9/1.5 8/'ョ 9125 集袋 有
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艶生樹の特徴 費生状況

あき 量生
尭生
尭生田

づき
土壇条件 高IIぎ 中間台 費生白多 白書 尭生白 の多 多い果 費生白書い

樹齢 樹事春 台木種類 かどう
種類
い枝の種

い位
事い収 い畢

実田大 果実の糖度
尭生時期 その他

ヵ、 類
置
積時期 実の

きさ
熱度

第紀用粘買土、 17中 不明 高接ぎ フーフフ 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明
やや不良、宣車成 ンス
分16kg/l0al年

岡山県

広島県

土壌量件禍色森 17中 不明 いいえ 来翻査 傾向立し 傾向 傾向な 傾向なし 不明
林土 なしし
排水量件 ~IJ聞に
暗渠排水を埋設
し、強制排水を
行っている
施肥量件重曹成

笹島県 分で年間
30kg/l011、時期!ま
日月下旬、 3月上
旬、 6月よ旬、 g月
上旬

砂壇土、排水良野 9 強 マンシュ いいえ 轄 過 傾向な 傾向なし
年間施肥量N-P ウマメナ 熟し
K 222岡 15.0 '" 適黙
岡 20.5kg(10aあ
fこり)

福岡県

軍一紀眉砂壇士、 7 強 不明 いいえ 傾向なし 傾向 傾向主 傾向なし
排水良肝 なしし

佐賀県

軽埴土lま堀r=砂 9(調査は9 強 不明 いいえ どちらにも 収覆拍 傾向 程度甚 幅向なし 8月中~下旬 王軟jにもコルク扶障害の尭生が見られた.
埴土を50cm程度 年生樹で 費生が多 期は少 なし (事)の ー過去のデ タでは、コルク状障害は「豊月Jにも多
の厚みに客土.揖 行ったが、 く、現時点 なく盛 ものは 尭していた.
水車辞.堆杷を連 18年生樹で では傾向 ~輯期 大きな
年施用 もコルク状 不明 は多くな 果実に

障害尭生あ る傾向に 多い傾
り) あった. 向が

特!こ あっ
「甚Jは ~日. 
岨穫轄

熊本県
期になる
につれ
尭生割
合が高〈
なる傾向
にあっ
アニ.

E粘土状であり、 15 強・ マンシュ いいえ 短果枝 盛粧 過熱 傾向な
排水は不良. 中 ウマメナ し
雑草草生韓培. γ 

施肥量件は、
N:P:K=10:7:8 

大分県

'-
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第3表. ‘王秋'果肉障害発生に関する過去事例調査 (2008年以前)

管及
昨年度ま 発生した年と発生頻度その年由気象の特徴(降水且 気迫1

状況
での発生

日jEの有無 頭似障害がみ
2叩7 2曲6 2∞5 2凹1

王秋 症状の特徴 発生部位
られる品種 発生掴置 発生掴度 発生捕直 発生胡度

置所向 現地 気事 気迫 気温 気逼 気溢

降水量 降水量 降水量 降水量 降水量

宮櫨111 .0 • 水理状のスハットで縄置I手本〈、障害程度 不明 少 7.6崎(21/275徴 2.5%(2180 中 177%(8/45

は軽い. 果) 来) 果〉

気坦 4-6~平年 ~;，a :4-5月低 気遣，7月低逼

よ降り水低量い7Ii平年よ
温、 7月平年より低 降水量 '-5月小
い、 8-9月高i昌 爾‘ 7月多南、 8月

表・UI 。 羽町 り少ない{特によ 降水量 6-7月多 平年より少ない
中旬)、8月多南 雨、 8月小南‘ 9月

多雨

樹木111 01. 

で果、肉1集向機の断コ面ルあク状た縄り敏置由所2程~度3"の大きさ
少 少
気遣平年並~や 気温並~やや蔦
や高い L、

影馬県 3叩有 省 降水量 やや多い 降水量やや多い

二回E程B度所向では赤道部切断面1=多くても2
ムで晩亙芯三血か吉ら精にの見査距らし般てれいない為、主に赤道部付近

微 微 微
直置1-2mmのコルク状の褐色班

晩 見 にる傾よう向なは心見室ら舗れがな褐い色.まにた、
気逼 149 l1i逼:153 気温 14.9

点が見られる果実が，，，-来灘発生してい 降水量 1.374 降水量 1.164 陣水量;1，490

な行理っ{ま且て見盛いらるれ田場怠み合い審も者ド直見ラ下イられたイプ(腐敗その後の進れ~翠.る並が!il，賢向同憾にわずかに発生lま且ら タイ )， 

崎玉県 数百 有 有 外見からは分からずコルクも僅かな

なの翠凹で撞み実盛状が問題ない程度外見からカメムγに食害されたよう

植数有り‘削ってみるとコルク故由
果肉となっている.

ト一一一 トー
た京症1!状!i夫貯{蔵表Eして"もN問う阻っlすらと水浸状!=t;:っ園査なし 微穣)[議作:/¥4国立E 徴複)(盤作:/¥4回収

ま生じない)
-コルク状(直怪lmm程度目堰死した症状、 水i量状 21/111 水j量扶 21/156 
色は薄い、果肉向lこ1-数か所} 自 個

コルク扶 11/111 コルク扶 31156回
自 気坦 3......9~(ま

手3旨!/， 有 有
気温・3-9月は 平年よりo，'C低
平年よりO.7"'C高 降水且 3-9月は
降水量 3-9月lま 平年より244mm少|山川

縛磁111111 。

米粒大白コルク症枝、小豆大田コルク症技

長野楓 。有
-発生数はそれほど多くはない

希に水湿状の小班点が1-数也、発生して 111l7""iJI'"臼
いる.

続潟県 1同有

lIコEール事ク症]状，(rあきづき』で里られる水漫盆
菊五:-M'ヲ~ 中 少 少

気孟年平勾 気遣年平勾 l1i誼年平均
状lま確担していない，1 13fC(5月 14fC(5月 13.7~C(5月

[障コル害クの症大状きさ米(縦粒大断面~か小Eらみ大た(r場あ合き)づ]き」
16.rC、6月 169DC、E月 16.aDc、6月
19.5

0

C‘7月 210.C、7Ii 20.9~C 、 7月

よりも症状l本大きい) 25.S0C、8月 22.8CC、8月 23.6~C 、 8月

E山!/， 。有 [障害の回数】 25.0CCJ 270.C) 26.9~C) 

5-8個程度， (rあきづきjよりも個数は多 降水量 年間2.241降水量 年間2.084降水量 年間2.814
い) ロコ(5月 156岡田‘ s 回同(5月 147問、6 回(5月 227問、 6

月 1921:問、 7月 月'"問、 7月 月 81問、 7月 603
201間、 8月 287 163r::園、8月 129 問、 8月"回)
回目) 悶悶 }

石川根 01. 

コルク拭 少

厳Jil県 。 有
気昌平年並
降水量 平年並

円形の褐宜、ひどい場合にはコルク状の禍 果肉のほとんどの部分で発圭古河7事軍制 暁τ号r- 軍一一一 <p 少
宜、最大で IJ\~大の大きさ程度、多い果実 に近い方が発生が多い印象 気品G.:7月l本高追 ~;a :7月は畦温 気;a:6月までは
では十数箇所が縄変している. 傾向、その他はほ 傾向、 81lは蔦逼 ぽ!王平年並み、 7

i正平年並み 傾向 月は低坦傾向、 8
降水量全体では 跨本量 8月中旬 月は高;D.傾向

京都府 50 有 有
やや多め.干ばつ lこ2週間程度降水 降水量 6月平年
時と降岡崎の筆が 0、その前後は大 比70崎、 7月平年
激しい 南 比270""‘8月平年

比60"

aコルク訣障害 全体的に発生 少
気遣 7月の平均
気遣が高い

陣水量 71lが少

兵庫魚 5 賓 南

の障小害さ百な王も宮のF副か主 鉛簸のEで刺したくらい 赤道飾よりも果梗債に多量生が多いが、多発 新君、ー+世 少 中 多 多
ら、小豆大以上のものまであ した果実では、ていあ告書にも発生する. 記(露首筆の革 l1i坦 4月から6月 気坦 4月からや 気遣 8月iま量暑 気温平年をやや

る.症状lま禍変.コルク状で米粒大以上のも また、果皮直下から果芯近〈まで広〈分布 程度のもの) は気遣が高かった や高めのスター であった. 上回る気温で権

のになると中心節に空洞を生じる. れし.，、量る滑管. 合によっては果Z部分にも発生が見ら り堆かったり， 7月 ト， 7月は平年より 降水量 4月から6 移， 9月は猛暑.
lつの果実に入る障害郵の回数lま1白から 以降は猛暑. 2度程度低かった 月までは適度に降 降水量 7月上旬、

2あ0る回い以は上小のさもいのもまのでが様1々つ.だ大けき入いるも場の合がも1あつ
策の〈末錨}飾分に発生しているように 降水量 梅雨明け が、 8、9月{ま孟 爾あり.織雨明け 9月上旬以外は平

見える. まで適度に降水あ 署. 以降干Itつ傾向 年を下回った.
る. り， 7月下旬、 8月 降水量梅雨明け

下旬にまとまった までは適度に降水

鳥取県 870 有有
南

あ降りlま.干梅It雨つ明傾け向以

島.. 血 包泊 . • 
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障害発生の特徴

発生した阻の特徴 発生4舗の特徴 障害発生の多い枝 障害期果とのや実関果生連実頻黙度度と 障害置発と生のと間果違実形 障書発生が稽留さ |問一一の唖罰位置
収積

れる時期 ぞ'"他

宮..
|撫ポク土壇(N201<.1/1山 制齢11年生 収湖機絡め-)思種車

樹，寺田いZ白紋羽病樺病樹}

置抜書且

樹木県

場向ナシ国
樹台齢木12ヤ年マ生ナシ台

今年‘現地の生産者窃究会ではホ

淡年間色火施肥山匝量土並寝 (N 排20水kg良
ウ棄欠乏と権定し、ホウ素系の禁

樹努並~やや強 衛散布剤(ヨーヒB引を7月から3回

群馬県 /103~i庄) 防障時理照して散布したa収穣時
に効果を稽犯する予定.

}ーー←ーー

面り繁得亙で水2?17はEk主a良程事、度宅年時間聾絶敷肥置量しlまてEお
週虫且j'水の老木10高懐古している

現月確地上飽旬喧さ前)れ)か岨かてら祖らい確前凹る包みで1そは0 き樹、樹努はやや詞い

翠盤 7情k，線F量は不確定 れ以
たかは不明

111玉県

土!J黒ポク土 樹齢 18年
高ー税水期い漫ほが状ど還障鍵く害、生地{玄が色、多収が〈 J積水始漫幼状か障ら害司は 収

排水良 台木マメナン 確認
年間施E量'N、P205‘K20 III努強 コルク状陣害は、
各20KI '.る 着間後¥67日には権

-コルク状陣寄は、 偲
発生果数が少忽い

守環視 ため不明

9・議川.

長野県

1-国芸研買センタ 1ま場!志、 砂 強い17草王、マメナン台木樹努はやや 貯蔵果実、 '-3月
!J土、簿氷良好、

新品県 N:18kg.P12k，，K:16kg 

トーーー [二仁滋の福部]中粗粒匝色低 【樹齢 7-9年生側 障害は収積初期10
地土 台本]マンシュウマメナシ 多い傾向

[[排年水間条施件肥]置い良0，当好たり)] N 術 鱗】 中

富山保 3 | 

石川県
.. 「

厳阜県

産iれa地かる.の褐機多色水〈濃{条主林件に土に花}でつ開発い倉生て風がは化み不土ら明 所ュ内二ウ田十マ舞世メ金紀ナ網にン高I台まマ1の妥ンぎ立ソし木ユた仕ウも立のマてメナシ台 恒生果(畏伎果の枝果に実はL発
考に釜はみられな 特に釜部見られz 収穆瑚1、入ると、若

の マン 爺果 し、. い.果実在切らない 子未黙な果実でも発
シ 樹で発 させていないので不 と判別が不能 生している.金宵糊

だが、斜面白上鶴田樹でも発生 ナ生に発.シ立台生木fの現仕拳在立'"はてに伐縦高I~で後済はぎ)1、し0マた0ン棚%ン仕のユ立果ウて実マ樹メ明〉 問中は不明.
が見られる.年間施肥量は量

東領府 棄で10k<<......'5k，.
では先生なし.

砂町虫土 制齢>0'手生
やや;鼻水不良{造成地であるた台木満州マメナン
め、地下30"""60cmあたりにち 術，寺中

兵庫県
冒成層本施が-肥m血{に>0あ，)る)
N:15k，.P:¥0¥<.p;K.8kg 

低も黒実地ポ生主クがい土みーず1られ8れの色る蕊土が本!J本‘土.灰色 シF-5若と年木思生町わ前樹れE鰐Eる台木lまマンシュウマメナ
着果銅と発生担度 発生輯置は園地に

た皮果もに皮の凹直にみ下つがにい生発てじ車はるし果. 
目視で確惚できる由 O 土織改良

において を樹形図に落して向
よ田でっも園て発も様生あ々率っでたで.、は現10500在柏% 

1;:sJ'I<¥>旬から x 土壇アルカ'J化(pH8)
黒ポク土 は元々強〈、後畏伎が林 たが、発生との聞係 x 土!JI¥:燥('月末~収穫までマ

圃における多発生は少ない. 立しやすい位置はあるが、多肥強せ は明確でI主主かっ 果実の大きさ、精 JC子)

(土!J硬直との関係と考えてい んEにより強努で短果枝が後ら〈よいよた. 程度.多発生側1志向 度、(凹み以外の)外 x 楠葉(葉銚け再現)
る.)

う.し高主た後樹もぎのに4発)stに(生中もが発間多生台いすが傾る若向.い中が時間見期台らにれと更しる新て. 節た分だ(、初III短筏果の枝先節箱

す容じ果と収管考る実部穫理え(肥分個期らで大が体れがも大に差毎る週伴き大が年くくいな)え発.よ.る黙る生陣と

匝、に正常果との差 x 大玉化

で-年は聞多の施昆肥肥田量とにこつろがいて多、か現っ地た
異は見られない. ム j奇心、紙弓l

(徐々に改善).

ルるしははた.無ド、中コも、い新の間.雷ル台に〈地、はドの新上二樹(強高告十齢軍傍司世が二地で紀高十下あ‘い世っ舗豊もて紀の水のもなパに)おどラ多高がさJ発後ゴスあ生ーぎt;< 

分緩}和、j用え上き花世芽長{枝畏元!I! 

鳥取県 に多ついい傾て向はが発見生らがれ

た. 度との間俸は薄いと
考えているー

取れているものと考えている.)

a・橿県
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普及
昨年度ま 発生した年と発生頻度そ由年の気象の特徴{降水量気温)

状，兄
での発生
の有無 類似障害がみ 2曲 8

発2生叩拘7置
2凹6 2国 5 2001 

王秋 症状の特徴 発生部位
られる品!I 鍵生頻度 発生頻度 発生頻度 発生頻度

a所向 現地 気品 気温 気坦 気温 気温
降水量 降水量 降水量 降水量 降水量

る-1c(m亀以裂下がの入不っ聾た形陣の容コもル発ク生依).田措置と与 る-1果実中田不特定自所にt<Hτマ蔓生す 睦"三-吉ベル、シ、ルパ 徴
気温 8.'!高追

果肉師分に発生し障害!立且庄に到遺して スクラサン 降水量 8-9月少
い主よい. 南

田山撮 有

{個下2県多あに0発凹向コるしに果ルもたコ中のク年ル化3が0でクし果多状はた程いで.障年度果2害)で~E発の13が生割もmやしmの担たのやが度.陣く橿はぼ警発みが部生畢2し皮Nた直

果畢梗芯にと近畢し庄町中間制位で、赤道部よりやや 現地由、発生 微 中 t敏 徴
、部位で発生した. の多かったほ 気品 7月-9月の 気温主主宵初期お 気温平年並み 気温平年並み

場で!立、前作 気温;0; よび8-9月の気;g降水量梅雨期の 降水量生育初期
の韓三吉でも 降水量 7月-8月 高 障水量多 に少なく、続南時
陣容里町発生 中旬までの降水量 降水量 生育初期 期多〈、梅雨明け

山口県 5{1 有 が多かった. 少 およU9-1Q角田 1象少雨
降水少

檀..111 。 縄民
--- 晶 ・ー』喧ー 0_-. 
(所内閣渇} 所向田t晶、現地とも発生部位L惜向Iま右手 暁一吉の障

翠産血自 微中 翠置庖単一徴多米世大のコルク状国曹がt果当たり量大で し、. 曹に似ている
3旬発生. が.それよりひ
みつ症も見られるが同時発生のものは少 どい(JA担当
ない. 者の意見}
(現地)
コルク状由障害.外観での判別不可能.

有

福岡県 10 徴(樋発 有

生)

-多果数肉散内在部Iこ2間程度目コルク扶の障害カ 果間全体に敏在方向lま嗣係主し 盟月{毎年発
生。被害程度

佐賀県 2田有 有 も甚大)

コルク扶の禍置症状 奇白水 ピp 中
気遣 5-6月低 気，畠 8月以降高
温、織雨明け早〈 塩
夏季高坦 降水量 7月上旬

大分県 。有 水降水量多圃 5以~降6降月雨降 に集中的な降雨.
その他舵煉気疎

少な〈舵燥気疎
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障害発生の特融

王秋 発隼した園田"9 発生樹の特徴
障害発生白多い枝 収障穫害期果や発果生実頼然度度と 障害発生と果実形 障害発生が容を認さ

実施した対策控術とその効果

の祖頬位置 置との関連 れる時期
その位

との関連

年間窒素施肥量 16kg/¥Q:I 5年生 2叩 8年l玄収植県田 県実鏑置と発生由 成徳期
担贋 マメナシ台+二十世紀中間台 者半分が発生した生産 有無については無

+量宕中間台
収種が綱ある黙.置の遣い

関係のようであるJ
+新高中間台 『大きい果実に多

岡山県 で発生した (他の組合せは不明). については不明. い」と生産者|立通ベ

1II努 iま強~ ている。

粘買土
台平成木1lL4北1支5年豆樋ナ盤ン

桂畏枝町立つよう iま!王 斉収穫のすこ 特1二Eめられ主よい. Bら月れいなっいぱ.いは包め 植草遣、深草書ロ
果は2校発00生中6心包年めの，.書ら多官れ果くな発をか生行っしいたた、. た20め0、短得水はやや不良 な部位に多いと哩巳 め明らかで与い. タリーにより、 3年に 7年

年間藍祭施用量iま約20Kg 術事与，.，中からやや強い る. 1回術白片側を翠綴
している.
-果実は、 700~80

山口唱 Oる.'程度の果実とな

檀島県

(所砂内Jll圃土場、排)水良金子、年間施肥
(所向国議) 所内函i晶、現地とも (所同国場)

み(所つ内症田の場発)生とコル
(所問団渇) ((所現向地圃)渇} 特になし.

"年生ーマンシュウマメナシ台、1II努は 後の種類に岨向Iま 収曙盛期に障害果 収種金期間で発生
量N中台K 22.0岡市Okg:20.0 やや落ち着いている. t.い. が多い惜向. ク状障害の聞に聞 が見られるが、捕直 2008年I!月頃、断根処理を行い
岡(10aあたり) (現地) 適性は見られず発 l本叡檀終盤に多くな 相級の発生を慢した.えき花芽、 1
(現地) (現地) 収種前期から発生 生聾因は同一では る胡向がある. 年目白短果後に着果した畢実は繍

居水)、回埴転埴極土圏.{60~印刷が客土 ‘盟氷'との，!l植. が見られるが、収種
な生い果と実思散わがれ少る与，<発有

果し、 2年生以上の恒果核に浴車さ
苗木から育成樹(マンンユウマメナシ 後期的方が程度が せた.劫果は今年度由果実品質で

であるため施肥且は水I豊Iと水の"とE岡樋 台上高峰ぎ樹(中間台'l!水。)どちら ひどい. ;@;t.:華lまないが、畢 確包.

じ. も発生. E毎回大きいものでコ
ルク状陣容が多〈見

福岡県 られた.

務土田浅い舵燥しがちな団地 若木で発生が多い惜向 檀花芽で発生多 ー収積が遅れるほど 大玉泉で発生多 ー果実にジベレリン
ZかH機ん水智で理土111¥:燥防止で発生帽向 高1妥園よりも首本国で多い師向 発生が多い惜向 処理を行った織で発

佐賀県 生がみられる{録処 短畢校中心に着果
理樹では発生なし〉

所内 樹齢 14年生
土壇 褐色森林土量纏土 台本 マンシュウマメナシ

t算水条件 やや不良 1II努中~強
年間信肥量 N'P.K=24・

大分県 17土唱1ia9k腎g理法 雄1."，1生
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第4表. ‘王秋'果肉陣害発生調査 (2009年)

収積刻 陣容師位 障寄緯虚割合

<1m 
宥健無全

完全頻
王秋 間査地 灘間臼 けの 定状 本年の気象の特徴

鉛 盛 -を 事有無 鑑直方向 水平方向
度
水浸吠障害 コルク技師曹 両方

宮.県 所内 '01潤 10/18 10/.78 a・a・
水浸状障害iま褐変を伴わないス，‘ツト状で傷害 傾向信し 傾向なし 6'号色 少(1.0)% 少(1.8)%， 5月u)平均気遣が高かった.

中(0.5)崎 中(1.8)帖 上旬17.5・C(平年15.2)、中旬18.0・'C(lS，9)‘下旬

のひ・コ程とルつ度クの以状果低障実か害!っこIま1た.;米2組個大担か目ら大里大の大きさで 多書(0榔0)柄 多(1.4】..1.II 19.0.C(17.5) 

表紙棋 所内 "/115， 10/19 111" '寝袋 有
度であった. 縄険 分の m度w例分の 77月月中中旬旬1m-8m月{平中年旬5、3}9、月自月の降中旬水0量mがm(少404}よーか9っ月た.

変調障

得変有 12mm(194' 

'1回以下のコルク障害が1111所程度の畢賓が、 ζぅI>IJ 6.6'‘ 少(100)% 生首初期4月-6月
飼査50車中4果(6.6軸} 付近 早均質;.: 平年よりO.4-1.8"C高かった
'.完全のため商品位には問題名手いと考えられ 防本量 4月は車年の口"もと多めで.S''I6Jfは"
る. ~円柿少与め

生膏中期71'1-8J:!
平均担坦平年に比ベー0.1--0.7とやや低め
降水量 7月111%とやや多ιa月83')6とやや少

R馬県 所肉 4/15 10/10 11'4 11/9 WI量宥 なめ

生13平降育3ホ均%後気と量期多温99か月月Sっ，]1平た年0.0月の3・C14、10月0.4とほぼ平年並み
".と非常に少な仁 10月は

唱向l主A年生若木と19年l取ク生積症樹就した各が果E1樹実らについて‘
こうあ侭 果皮直下 3(8県H現北地部 現量t(県;t!l神川町)での限董結果

10/9-23日にかけ適期 から拍出個 付近
査したが、 5152果でコルク症杭が られ‘うち7果 神II/~) 少(23)% -3-4月上中旬の開花"の気埠I~高〈権移し 開花刻

i!i内 ul

奥lル本'収R7底クZ穣箇盆健直のを所紋下a凹鍵Eが}らみ.生見せとのらて完れ.全窪仕斉にが累収リだン積いっクしずたしたれ.て区もいで微たは小【舞.で1金Mあ箇っ"た所泉.はコ

での謂 中(10)%
はあ聞っ5信臼た程後. 度早まった.

地(生態 査結果 多(')拍姐 5月上中旬の気遣が粛〈 初期肥大l志良鰐で

はi!i向 E樋t.客観分の 7月上旬及び7月下旬から自月上旬にかけて‘lPi逼1ま
果実簡蓋

術.，有 やや高いが日射量が極堵に少ない時期が続いた.
は所向お

埼玉東
よぴ、県 "/11 

10.〆. 101却 /115 両方 有 -IJ薄町でI0I23(ニ一斉唱植した果実では‘ 2162 鈴木置は 811はやや少砿(..月は纏鰭に少本かっ

II句麗鶏 果の発生でーいずれも微小であった. 1曹九r.:.

町県北
銀樽川
町〉

後ーみ半つに痘舞吠金(過{全去果司実降例ので5は%水程漫度状}と1112)が取積 傾向与し 果肉 "も 少(1凹)軸

闘月〈月降，RIを上8本耳水組月旬1-量よえは目2著旬0平・旬C~しか高問ご4くとら気〈多に9聞誼〈6月見1と!月ま5中著る下平月旬とし旬年中くlま(6少か旬同i月Sなら7様下??〈1度~月月旬極2か中中と0婦8凹ら旬旬月で2は匁・Cあ上8}1低に月っ・旬Wか比た中2f$"5っ旬1・5Cた0し0周Bg 5 Z 

隊警句分の

術変有
10/21 
{虫館に
より健作

傾向 VI3 10/' 10/1. 
る根強

無S釜有 から9月の聞の累積はJ55ロで平年に比叡しi的日間

をた待った 多かったが..月中旬から9月下旬の聞は14Srnm少
め.収 広かった
権"は

た日が開1時5-間97月月の下累旬積はは平"年0時に間比程較度し明少ら年か〈に特多にかBっ月権湖)

上旬は著しく少なかった

司F贋・a
主射に状このうあh慨つに症みがつ峨指種数拾Tに程や度やの発う生っしすたらとした こ付う近あ、併保

~皮直 四% 少(60)拍

蝕.，少』に満たない程度(J)コルク故障害が"..の
下 果肉 中(25)%

週!! 事(IS)%J.R
療実に阻められた

度障害鶴分の

湾問{宵
10/27 録後有

縄It有

姐〉 a・〆" "" 10/11 

ず‘水‘j主蔓tとZしのてもてのいはあ蝿部色にill発明生でし掲てZいEをた伴.っておら 傾向なし 寒心 果 20'‘ 少(4.3)馳 少(1".3)% 3月下旬‘A月下旬に気遣が低い日が続いたが、そ
肉 中(0.0)% 中(0.0)% の他1孟3月から7月まで撮ね平年より気唱は;1;かっ

コルク状はほとんどが米粒大の大きさで，I!!lの 隊多(1.4) 助 事(0.0)%程 t，. 
畢実に1個の発生であった. 害節分の 1l. 8月に入り一転して気温が低〈本り、 10月上旬まで事
発生部位iま果肉でこうあ都からていあ銅に散ら 縄変. t草書部分の 年より低い胡向であった.

石川県 所向 4/18 ，./・6 10/16 10/23 省袋 有 I~っていた. 術変有
縫降っ水た量，{回志閉、7時月間かlまら78月月下上旬旬かにらか8けRSまE録で的平な年文に爾比がべ

か伝り少え広かった.

:IIJL，.")t量 て付い近あ飾 傾向伝し 3D・‘ 少(20)%， . 平R温均が質高週かItっhやや高めで権移した.特に4月の平均
中事(10)% 

51'1.-8月のた跨.木置は、平量l年主平値年のよ145%であった.(0 )輪，1
庫. ただし， 4月 9月の降水量 り少'.かゥた. 

愛知県 傾向 4/14 I()!， I()!J 10/15 布袋 有 ""6分の 4"-6月の日照時間I~ ， 平年信の 120%であった
禍It有 が‘7月-8月の日照時聞は.2%と少与かった

直径5mm程度の褐色の円陪E班点暗コルク伏の 赤道翻 県肉‘果 JS 少(1回}拍.
た7が月.上そ旬の頃後ま9で月は上高旬遣ま、で少信E爾:.a、a募a長日件mとaな条り件そでのあ後ヲ

隠密であり、周囲その他に水漫老夫の問書は見・9 心 陣禍容変節有分の
れない. {ま収種時期までやや平年並みから高めの気温であっ

fの樋=降.2錨水1怠奮量奮低起日日え照照ると時かな聞怠っはりたの7が月多、下雨そ旬と0 から8月に働けて平写
健鋪訟 との平後年はの降2水096量をは下少回uるaぅ
で図照時間も回復した.

家偲府 所内 ‘/18 10/1' '0/刊 10/26 有<1有

• 兵庫.府肉 4'15 10114 10121 1112 帯電11・
一 」 」 ー
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発生樹の特徴 ff生状，見

集主主
実笠
発生町

玉枝 土場象件 高織ぎ
ゆ間台

発生の多
回参
発生町 田多

多い果 発生白多い そ由包
樹齢 樹努 台本種煩 かどう

祖類
い植田植

い位
多い収 い畢

実的大 果実の織直
発生時期

合、 頚 置
車時期 安田

きさ
無度

富雄凪

血ポク土判1.，."， 118 マメナシ いいえ いいえ 不明 不明 輔向なし 幅向 岨向年 帽向立し
良軒、施肥IまN なし L 
20ka:ll0a/:年

草旬重県 中

土土壇、土;貰壇色|手鳳書ポ仁ク " <!> 不明 高!量f!|毒水 岨向なし
|岨なし向
岨向な 帽同年し
L 

機水良、
範肥年間蝿肥
量 N-P-K前18
-15-18kS/10 
a 

Z孝周県

硯地{県北側締川町)での鴎査結果
題場に内なおるよ祖び置Eの7画後面書モ1は発生!まっ極た温がかで軽量上問

では，.か 神川町田圃

沖量生積置土は壊ない暗.1掘，水の J5 中 不明 商事措苦 畏+即 醐向なL 帽向 師向なし
帽なし向
帽向な 個同なし 不明 唱では閉じ園地向で新世紀台では先生が微小で

35年生 立し し 畳十郎台でlま尭症置が大きい果実が多い帽向で
は良肝(地下水位 一豊水 あった.元々長+聞は樹努の弱い品岨でもあり台
がi丘いため) 3日年生 木や鎗t畿の"曹があるのではと推寝される.
年間11*施用量 『王枇

i畠向田調査では.畢m.町田みと果直直下司コル
Iま25kdl置毒 8'"士 ク症状!ま完全リンクしていたのに討し‘神川町田事

情玉県 水.豊水とのilll・
倒では、回みの4よい果実まに不も可E能症で盟あ実っがた確.詑され圃で9月上旬に制L ており.外観泊、らの判別l

肥を施用した.

土壇 111>1<ク土 18 強 マンシュ いいえ 不明 不明 岨向与し 岨向 岨向な |帽同なし
機水良 ウマメナ なし し
施肥条件 10.当 :ン
たり年間草肥量
(同)N.P. K各20

子Z良県
土土壇祖傾鳳ポク 17 回p マンシュ いいえ 3無関査 未聞 帽向なし 悼向 帽向な 惜向叫し

ウマメナ 査 悲しし
排水条件良時 ユノ
施肥条件 100当
たり年間施肥量
(k，) N 220 P 
20.4 K 12，4 

III色土11."水や 7 t弱p 不明 いいえ 短車E主 岨師 帽向なし 岨向 帽向な |傾向なし
や不良手間昆肥 むし L 
量30k，N/IOIl程度

石川県

砂埴土 N:P: 110 |鐸 ヤマナ いいえ 帽向 芯し 蝿向 幅向与し 幅向 師向な |帽聞はし 収檀跨(10
K=25:12:25 レ〆 なし ヰし L 月}

置知県

山の斜面!こ遭躍さ 51(王執は <!> マンシュ はい ー+世 恒果世 岨向 帽向年L帽向 蝿向右手 傾向なし 担種適期208現地で1;1:.今年の実生は少ないよつである.
れた果樹園であ 高後ぎ6年 ウマメナ 記 立し 立し し 前には鍵生を
仏土織は褐色猿 生} μ 審査包
緯土.
相畜田上部にあ

るため、比賠的機
水は良野
施肥iまN:P:K

京都府 各底分量で14.6
3.6:3.6(kl/l0討を
盟繁の斡半量白

み礼肥として収植
t主に.残りを基肥
として2月に距用

桑.串
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収穏期 防嘗鯨位 陽書!l!度割合

S釜御
先生 舞金銅

王秋 四査地 讃開国 付の 喧紋 本年の".の特徴
始 • M 有縁 物.. 垂直方向 水平方向

度
'"漫貌2・寄 コルク技障害 両方

ー県心剖にコルク状. 7ン~\置の図書t 入る県実 こ付ラ近あ隣 果肉‘果 ，625% 少{I凹1.. 月"下Z旬4かRらdはP句平~年Sか貝ら中低旬<:i彼7移周.よゆZ降よ旬ホりは多量平か4写っ月た韮~がみ，~、.87 が若干みられた. 心 5/80 障害錫分の
集〉 得変.. 上中旬lま少..月下旬-7月は早年 た

I!i同 4112 10/15 11/10 11120 .a有 月中旬~少になった.

鳥取照
がJ!み心ら飾れにたコ.ルク状.アンコ状の鶴曹が入る果実 こ付う近あ併 心J!同製 28.3、17 少(100)%

目黒} 障害節分の

E現象色{大 縄変.

山金色区} -〆"
10/26 11110 11/20 有S養有

側山・ 南向 "/15 11"4 11/1・ 11118 省a・
1-

ー
コルク拭 こ付う近あ鋪 傾向なし 不明 少(50)柏

-問・気開中迫花旬I前立ま、ので14月の月前期よ半間中llt立旬、を平平E 年に比べて低〈、その雄司3中印刷崎 年に比べて高かった.
多( )..程

花期1玄、低かっ 除後き，.‘.鍵，.葬曙を!I鰻Z定り期返おしよ‘び家活開情度
停止湖以降はたa最.低そ気の遣を除曹、全般的に低めに権障害鼠分の

得I!鍋

臨野手鶴2T下|
広島県 所内 ...rll 10/:油 10/12 11/5 守録調

て水コ、ル浸舞ク状金紋のiまに積確つ書日いlまて偉も阻.的で任き伝宥かへっのた聞.き陰りに1<い
傾向有返し 果肉 ns'、 少(10軸

中(7.5)%
、発生 されなかった. 多(0川叫a

R済問.蕊 9"日‘
と今し回おいのが圃、査発に生よ担り度、聞Iま置低果い実.まがた少t.J直い地たへめの軒尊燃 EmR. 3E節分の

シンクイ 入が殆どないためー屋地でも岡田視lまされていな 燭I!有
'e(徳島

敏警の L、.
徳島県
県笹野l!5 -〆g ため収 lIa宥
よlIi町神
宅司'.山 積より適q.綱め
145) 

に収額

た豊.岡コル陣ク容故は障コ害ルのウ故大障き嘗さはーみー量つ大症のがも盟のめでら小れE こうあ!I 輔向:iL361% 少{12.1l%

本む梅も平っ年雨た年は明.よ開けそり花がの低逮前後下の〈もし.'気た7K月Z遣.8下がは月旬高乎かに〈写ら.はよ収開豪り穫花高雨期hめtにに1.で見か8抱舞け極絡わて度しれは卑た気.くが気過.1 (;f;lL7i' 中(27.3)判
大{畏世5師以上 10r~牽潤)であったが半敷以 道的 多( )輸相
上，.鉛軍芯大4長径l聞未満)であった.1果あた 度.

どhl一酬・J方畑咽四吋温輔町?叫割u齢a叫抽叫高mコ〈制帥叫S晴J4開b帽町鍋t夫剛L・紘ー副ヨでーjらb一あ-れt叫根ヲ噛f枇aヒt剛同ー伽区-・l5げ窓制1=帽て耐盤，徳lm てz 裏τ 

湾客観分の 追は平年より高〈降水量も少fj.(土..はややI!:鰻気
裕I!有 味であった

渇岡県 所内 :J/ll IO/U 101目 11/6 有縁 有

む<.1果実あたリの障害由所織に釜は盟められ
なかった.
またみつa発生程度も!l実の収横期による菱

問はかコ阻牽っルため泉クこら実状とれの限かなう警らかちと健2っみ果生たつで要.復あ因がりはご傍興〈受温芯しるかてもしいのかたと限果思め実わらはれれ金な

fこ.

コルク枝隊嘗.米給ほどの大きさもは〈絡微往症 こ付う近あ解 果問 "‘ 
少(100)'も. ー7月下旬まで早年より降水量が多かったものの、E月

扶. F陣S容変御分の 中旬-9~ ゆ旬にかけて縫靖男正午ぱっと〈より .9月下
理夜

旬'7か舟ら後叙半横の綱気ま唱ではは術定商期が的長砿引降い雨たがたみめら平れ年たよ.りも低

佐賀県 衛問 ‘13 10/1' 有包有 〈権移したが.それ以降は平等とほぼ同じか、やや高
い〈らいであった.

水浸校‘コルク状jうf;ll在. 樋向はし ，..‘ 少中(5) 嶋 少(5)句
下2旬月かのaらE4冬Rによよ旬りに開低花4期G.の陣m湾a与tどM開f進花ん"だのが実、慢王宵は(4)'Jo 中(3)判

関掲多(4)% 多(8)96. 不隔であった.
審制分の 障害領分の '.6月にかけ降て水降量水が圃多が〈与少っなたか，っ9た月が下、旬ιま7でH晴か天ら

大分県 際問 ." 10/28 有級事T 変11 縄変有

|…またがと.gbま《っSたS水閉で量ががきわめて少伝かった.叫見に入ると
多<.級担綱閣はまた峨支が多〈与つ

」 」 」
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発生樹由特徴 発生状;)1

発生
発生
発生田

王牧 土寝条件 高!lぎ
中間台

多量生の多
の多
発生の の多 多い畢 先生の多い

その他
樹齢 捌努 台木祖額 かどう い枝のII 多いlii い県 発生時期

か
橿頬

類
い位
橿時瑚 裏目

突の大 果実由纏度

置
県度
きさ

揖ボク、機水良、 10 <l' マンシュ いいえ 豊里緩 先靖 轄ー輔向 幅同 蝿向な 帽向なし 8月中旬
施記少なめ(N5k ウマメナ (やや帽 部{や なし なしし
g) ン 向がある や聞

程度} 向が

ある
担度)

鳥取県
禍色蒜林土得水 10 強~マンシュ いいえ 畏里枝 先端 M 醐向 輔向 傾向t.岨向なし 8問中旬
且.施肥少なめ ゆ ウマメナ {やや岨 飾(や 主し なしし

ン 向がある や幅

ネE壇} 向が

ある
担直}

岡山車

ー・園開

耳位定機水良 8 <l' ヤマナシ いいえ 暢向 岨向な 幅向主し
肝施肥15kg 主しし
!lQlI'N 

広島県

土..条件褐色轟円 中 不明 いいえ 未調査 未聞 聞向なし 輔陶 帽向転 輔向怠し 不明
林土 査 むしし
得水条件 ~J聞に
聞置降水を埋1&
し.強制排水を
行っている

施E条件直，既成
檀島県 分で年間

30k，/l011、時期lま
12月下旬、 3月上
旬、 6月上旬、 9月
上旬

砂利置土、得水良好 7 <l' マンシュ いいえ ，を 治 岨向な 傾向なし
年間施肥圃N-P ウマメナ 朝、し
K 22.0kg: 16.0 :ン l!j!!! 
ki:20.Okg(10.，あ
7こり)

福岡吸

花は開や岩や土i庫、得水 '" 不明 高篠宮 岨向怒し 惜向 傾向な 帽向なし
不良 主しし

住賀県

量粘土状であり. 115 中 マンシュ いいえ 終 過終 幅向な 傾向与し
機水は不且. ウマメナ し
機JU医生置1島. シ'

路E条件は‘
大分県 N:P:K= 1 0:7:8 
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「あきづき」および「王秋J果肉障害発生過去事例調査

研究機関名:

担当者名.

以下の間 1~8 について，可能な範囲でご回答|ごさい.

問l.県内での「あきづき」または「王秋」の普及状削について

1.有 普及「面積計 a 

2. 無

問 2. fI乍年度までの果肉障害の発生事例の有無について

1.所内圃場で発生有

2. 現地で発生有

3.発生無

資料 1

!日j3. I日j2で「発生有」とした場合，発生した果肉障害はどのような症状でしたか その特

徴を具体的に記載して下さい

症状(水浸;~\，コルク状， I時害の大きさ，障害個数，障害音1¥の褐変有無等)

発生部位(果実における発生の多い位置(縦径方|古]，横経j了向)，維管束との位置関係等)

その他，類似の障害の発生がみられる品種等

!日]4.発生した年と発生頻度，その年の気象の特徴(降水量・気温)について記載して下さ

い(発生頻度については，具体的に何%以ヒというものではなく，印象としての記述で結

構です)

年(発生頻度;多・巾・少・微)

気温:

降水量

年(発生頻度;多・中・少・微)

気温.

降水量:

年(発生頻度;多・仁村・少・微)

気温・

降水量目
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年(発生頻度;多・中・少 ・微)

気慌 :

降水量・

問5 発生した園の特徴について記載して下さい(土壌種類，排水条件，年間施肥量等)

問 6. 発生樹の特徴について記載して下さい(樹齢，台木種類， tM勢等)

問7 障害発生の特徴について記載して下さい

障害発生の多い枝の種類 ・位置

障害果発生頗度と収穫期や果実熟度との関連

障害発生と果実形質との関連

害発生が碓認される時期

その他

問8 実施した対策技術とその効果について記載して下さい(効果が見られなかった事例

も含む)

57 
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資料2

「あきづき」果肉障害調査法

慣行の収穫時期に収穫始・収穫盛期・収穫終の 3回 1回につき 20果以上の果実を調査

1.果実重(g ) 

2. 地色(ニホンナシ地色用カラーチャート)

3.硬度(赤道面で 2つに分けて，ていあ部を有する側の果実の果肉中央部で 2カ所測定

して平均値をとる 障害発生部分は避ける)

4.糖度(赤道部付近の果肉を 2カ所以上用いて果汁を絞って測定)

5 果肉障害の観察

赤道面と平行に，上部.基部をさらに 4分割 (1果を 8分割，約 1cm厚)して，果肉障

害の症状と発生程度を観察する.

障害の症状から，水浸状・コルク状・その他に分類し，塗主位置・褐変の有無，果実全

体としての堕宣韮亙を記録する.

果実全体としての障害数で評価するため，切断面にはない呆実表面の障害，透けて見え

る障害についてはさらに切って確かめる等して，可能な限りの障害数を拾う

同一果実内に水浸状とコルク状障害が|司一果実に混在している場合は，各々障害程度を

評価した上で，両方合わせた評価として両方の症状がともに少なら少， 一方が少で一方が

中なら中，それ以上なら多とする.

障害程度の指標(石川 1，熊本，茨城，鳥取の指標ならびに豊水みつ症指数等を参考に作成)

A.水浸状障害

大きさ 1cm2未満 1cm2以上

程度 (箇所) (箇所)

生任 O O 

少 1~2 

巾 3~5 

多 6以上 1以ヒ~

例)多 1cm2未満の水浸状障害が 6カ所以上，または 1cm2以上会の水浸状障害が 1個以上

B. コノレク状障害(果面に生じたものも含む)

大きさ 米粒大 小ょョL大 小説eより大

程度 (個) (個) (個)

4旺 O O O 

少 1~4 

中 5~9 1 

多 10以上 2以上 1以上

米粒大(長径 5mm未満)，小豆大(長径 5mm以上 10mm未満)
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例)中 米粒大のコルク障害が 5~9 個，または小豆大の障害が 1 個

C. そのイ也の障害

その他の障害については，障害症状を只体的に記載する
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資料3

「王秋」果肉障害調責法

慣行の収穫時期に収穫始・収穫l荘期・収穫終の 3回 1回につき 20巣以上一の果実を調査

1. 果実重(g) 

2. 地色(ニホンナシ地色用カラーチャー卜)

3. 硬度(赤道面で 2つに分けて，ていあ部を有する側の果実の果肉中央部で 2カ所測定

して平均値をとる 障害発生部分は避ける)

4. 糖度(赤道部付近の果肉を 2カ所以上用いて果汁を絞って測定)

5. 果|ムj障害の観察

赤道面と平行に，上部基音1¥をさらに 5分割(1巣を 10分割)して，果肉障害の症状と

発生程度を観察

障害の症状から，水浸状・コルク状・その他に分類し，登主主量・褐変の有無，果実全

体としての堕宣車産を記録する

果実全体としての障害数で評仙ーするため，切断面にはないが透けて見える障害や果実表

面の障害についても可能な限りの障害数を拾う

同一果実内に水浸状とコノレク状障害が混在している場合は，各々障害程良ーを評価して，

両方の症状がともに少なら少， 一方が少で牟方が中なら中，それ以上なら多とする.

障害程度の指標(石川，熊本，茨城，鳥取の指標ならび、に豊水みつ症指数等を参考に作成)

A.7l<浸状障害:

大きさ 1cm2未満 1cm2以上

程度 (箇所) (箇所)

釦E O O 

少 1~2 

3~5 

多 6以 t 1以上

例)多 1cm2米満の7K漫状障害が 6カ所以上，または 1cm2以上.のノk浸状障害が 1個以上

B.コルク状陣害(果岨に生じたものも青む)

大きさ 鉛筆芯太 米粒大 小言大 小旦より大

秤度 (個) (個) (佃) (個)

知正 O O O O 

少 1~9 1~4 

10以上 5~9 l 

多 10以上 2以上 1以上

鉛筆芯太(長径 1mm未満)，米粒大(長径 1mm以上 5mm未満)，小豆大(長径 5mm以

上 10mm未満)
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例)中 鉛筆芯太 10 以上，または米粒大のコルク障害が 5~9 個，または小豆大の障害が

1個

c.その他の障害
その他の障害については，障害症状を具体的に記載する
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資料4

「あきづきj または「王秋J2009年産果肉障害調査票

必要に応じて該当部分に記入またはあてはまる項目にOを付けて Fさい.

研究機関名:

担当者名

調査地(所内・現地)，現地の場合地域名

1.満開日 / )頃

2. 収穫期 始( / )犠( / )終( / 

3. 有袋栽培か無袋栽培か(有袋・無袋)

4 果肉障害の発生の有無(有・無)

発生が認められた場合，以下の質問に可能な範聞でお答え下さい

5. 障害の症状は(ノk浸状，コノレク状， 1司一果実にノ1<. r~:状とコルク状が混在，その他)で

ある

6.類似の参考写真番号(

7. 障害が多くみられた果実ー内部の位置は，

垂直方向では(こうあ部付近・赤道官1¥・ていあ部付近・傾向なしに

水平方向では(果皮・果皮直下・呆|夫l・果心・傾向なし) である

8. 陣拝の症状について，自由記載

9. 発生頻度は，健全果も含めて調査巣実の )%程度である

10. 障害発生果のうちの障害程度別割合は

7k浸状陣官，少( ) %，ヰ， ( ) %，多(

障害部分の褐変の有無(有・無・混れ)

コルク状障害;少( ) %，中( ) %，多(

障害部分の褐変の有無(有・無・混在)

両方，少( ) %，寸， ( ) %，多(

障害部分の褐変の有無(有・無・混在)

11.木年の気象の特徴(気温・降水量について平年と比べて)

12.発生地における土壌条件(土壌種類，排水条件，施肥条件等)

13.発生樹の樹齢年生

14. 発生樹の樹勢(強・ 'i"・弱)
15.発生樹の台木・種類(ヤマナ、ン・マンシュウマメナシ・不明)

16.発生樹が高接ぎかどうか(はい・いいえ)

17. 高接ぎ樹の場合は中間台の種類(

)%程度

)%程度

)%程度
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18. 発生の多い枝の種類(短呆枝・長果枝)

19.発生の多い位置(先端部・懐部)

20. 障害の発生が多い収穫時期は， (収穫始・盛・終・傾向なし)である.

21.障害の発生が多い果実の熟度は， (過熱・適熟・未熟・傾向なし)である

22. 障害の発生が多い果実の大きさは(大果・小果・傾向なし)である

23. 障害の発生が多い果実の糖度は(高・低・傾向なし)である.

24 障害発生時期は頃である(情報があれば)• 

25. その他お気づきの点があれば記載して下さい(類似の症状が出た品種等)
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